
III．海外と我が国との鋼橋構造の相違（続編）
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第■章　　桁 橋

§1．概　　要

桁橋グループは、前回に引き続き表一1に示す3つの橋梁について調査を行った。

各橋の調査結果を基本事項、本体構造、付属物の順に§2に示す。

　各資料とも我が国橋梁メーカーが応札時に入手した図面をもとにしたものであり、ま

た、今回の調査では入手図面の情報量が少ない橋梁もあった．したがって、海外の桁橋

の構造として一般化できるものではないが、前回分を含めて以下に示す事項が調査結果

の共通点であった。

1）床版ではハンチ部に傾斜がなく、また、折曲げ鉄筋を用いていない。

2）断面変化数が少なく、また、変化させる場合は添接位置とすることが多い。

　　（シムプレートを用いている）

3》腹板の幅厚比が大きい。

4）支承は鋼板の溶接集成タイプとしている。

5）横構を省略しているものがある。

6）主桁の本数が少ない。→P　C床版の利用、縦桁の設置。

7）添接位置で部材を折り、部材の直線化を図っている。

8）対傾構あるいはダイヤフラム間隔が大きい。

上記各項目1〉～8）について、各橋梁の事例の参照頁を表一2に示す。
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表一1

　　●　　　　　　　　　　●

海外橋梁の設計に関する調査対象一覧表 （鋼桁橋）

NO プ　ロ　ジ　ェ　ク　ト　名 年　度 形　　　式 支　間（m） 桁　高（mm〉 設計コンサルタント

MetrOp旧anAtlantaRapldTranSit 単純Open箱桁　27連 Reynolds，Smithand

7 Authority［astline 1976 （プレキャスト床版およ 18，5～42，327連 1，170～1，180 HiIISEngineerS

（U，S。A） びRC床版の2種類あり）

CarsOncitytOnev，一Calif， 57．0

8 StateLineNorthofReno RC床版単純鋼箱桁橋 1，880 不　　明
（U，S，A） 斜角54。04’11”

Span“A”38，70

9 NorthCarolmaStateHjghway 1977 RC床版単純合成銀桁橋 1，448 不　　明
（U，S，A） Span“B”39，47

注：NO，1～6は昭和61年度報告書に掲載している。



表一2　海外橋梁の構造に関する共通事項の参照頁（鋼桁橋〉

5
①
巳

橋 梁一 番 口
写

項 目

番 口
写

NQ1 Nα2 Nα3 Nα4 Nσ5 NQ6 NQ7 Nα8 Nα9

1） 19
一

25
一

31 34
一

4 4

2） 19 22 25 28
一

34 3 3 3

3） 19 22 25 28
一

34 4 4 3

4）
一

24 27 30 33 36 9 9 一

5） 20 23
一

29
一

35
一 一 一

6） 19
一

25 28
一 一 『 一 一

7）
一 一

25
一 一

34 3．4
一 一

8） 20
一

26 29
一 一 一 一 一

注）1．橋梁NQ
　　2．橋梁Nα

1～No6は昭和61年度報告書（S62，3）の頁を示す．

7～，NQ9は構造比較一覧表の番号（1／10～10／10）を示す。



§2　　構造比較一覧（鋼桁橋）

　　　　　　　基本事項、本体構造、付属物

閥0．7

NO．8

阿0，9

MetropolitanAtlantaRapidTransitAuthority［ast口neBridge

（オープン箱桁）

CarSOnCitytoNev．一Calif．StatelineBridge

（オープン箱桁）

NorthCarolinaStateHighwayBridge

　（飯桁）

一7一



－
」
ラ

ワ、　『、出

　　　口
1・He【『opoli【an＾tlanτa醗apidl「alSit＾uヒhO「ityfaSt’ine3「ide

（　■／■0）

畦
oo

I

基本事項（■／2）
名 称

型。 ブoジ・クト名

7

He【r’opol　i【an

AUama舶pid
lrallsilAUヒhori

．ヒy

［asUine

lU．S．A）

橋　名

オ輩　造　 オ既　 要
平面・側面図 断面図

一

し，1［鳶嶋

　玉
　一　一　一

啄翼P

「』“o 催一〇〇鴫

ε即ST』哺㌍卿髄o
し嘔

．＝；｛’一 一一｝』』

雛
　鴇

』1・　　1
；”　　　　　　　1

－　　　　　　　1
冒　　　　　1

鐸閉
εXI57爾OAD脳削

．lfI

橋種

　　　　　　　　　　PLムN’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
じタしにロハし　びぼ　らぼロ　ルゆ　じゆきマぼロゆロ

　　s鰭5　（卸セ卿僻）　監瓢臨響措脳卿鮮）．　5範。
　　　　　　　　　　一　し一誠ll乙一』．F翫一1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　
《

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　贋垂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　I≡

憾＿£狸繋＿．囎　 潔1

　　　5を、70　5奄r。　（∫五〇ヲ∫～9E。？り　（5E・q5～5巳c？マ）　領一rσ

§「篠ず曹篇汁一τ，．．礁仁，，，翫rニゴ

ヨ　　　1一」遡」　　ド’

罫　一1，　　　　ロリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヤγrゴ

　1川　 川1　　　　　　　　　開　川1　　　出1　　　　　　　　　　　　　　　－rII　川l　　　　　Illl　 、？＿．」！」1　　　　－　　　　1川
　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li

道路橋

型式

単純open

箱桁27連

プレキャスト

床版および

瞠C床版の2種

類あり

く

i 1　　＿一1　　　　一
1 『

「
「
1
ー
ー

ト
の
ζ
一 彌魑鐙．蝉

■　一

罫
コ
」

「一一r r『凸「ヤつ『†f
匠I　I　l ヤrP7で

口　　齢 r｝占r
『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■一■

　（∫ε」。c～誓

工
　　’50㌦σ
　　『一
　　ユやノごぞ

げ岨

r；二臼

1昌l
l口lIIll
、111」＿1

橋長m

約475m
工区全長

支開m

18．5

～42、3

27連

幅員m

？

桁高m

1．11

～1，83

桁配置

2－box？

最大部

材長m

30ml～



●

（　　2／■ 0）『
7．Heヒropo旧an川anta配apidlransitAuthority［asヒLineBridge

匪

o
I

No

基　本　事　項　（2／2）
工　　事　　オ既　　要

そ　　の　　｛也
工事場所 施主（国名） コンサル（国名） 施工業者（国名） 鋼　重 工　期 工　費
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Georgia
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・27連のうち、span65’～1007の標準型が20連，span

　1007～140’の一特殊型”が7連

・床版はPrecast　Deck　sIabであるが、span130’～140’

には、cast－in－piaceDeckslabもある．
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7．HeしropolitanAUanmRapidlransitAuしhOrity［asしlineBridge
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7

上フランジはスパンに関らず、

断面一定（span130■140『は
30Xl

下フランジの断面変化数は、ス

パンごとに以下のとおり
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現場溶接

（スパン小の場合は
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基　本　事　項　（2／2）
工　　事　　オ既　　要 　　　ヒ
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8

Northof　Reno State　of　Nevada

Departmentof“lgh冊ys

　　　　　路・二
E 二二＿

＿1．」．』．。∴．．＝．．卜

　　＝＝胴　　　一＝

PROJECTACF－395－25

1
－
　
　
1
！ヒ
！1

　．晃琶

’悶曽。●し9▼

US595－WA24。47TO25．2

l　　　　b．’，監

　　　｝　一鮎一一
　　　　　　巳
…一、鷺コ，一u

署一一拶

　1騨！凱一曜＿“
　騨〇一’“．　酬．‘

、‘・！

　一一；
　　．．旦冨

噌・唱卜

巳

一
①
1

￥　L．9■一

ず￥．

　　．s．

　　　＿．1い

＿　　　『…1

一L　　！
一一　　　　　1

ノ￥．．　　iし”曜●』■

　噸￥．一一響　　　　．一一

　　●￥．　　　一
讐　　、『

●

1『

1星



i
一
刈
1

8、CarSOnCltyto”ev．CaIlr，StaしelmeBrldge ∠茄一7曾一

No

本　　体　　構　　造　　（2／6）

’床　　　　　版

R　　　C　　床　　｝t反 P　　　C　　床　　｝t反

そのイ也
糸従　　け2　　た

床版ス1じ 版厚　ハンチ 配　　筋　　材料（規格） 床版がン 版厚 ハンチ 配　　筋 材料（規格） 断　　　面 纏　　　手 材料（規格）

8

’7－112”
螂
7 ’6”
（2．29m）

塑
6’
（18．29m）

2（3’1r

（19．05㎝）

　1

垂直1、ンチ

　1
2”（5．08㎝）

　5
3．88”（9．86cm）

）（、瀞

径　＃5　　　　　※一部エポキシ
ピッチ8”（20・32cm）　　鉄筋を使用
ピッチ8”（20．32cm）

　　　AST門A615
　　　　Grade60

径　＃5

ヒッチ5・1！2”（6．35cm）

マッチ5－1！2”（6．35㎝）

一
　
　
　
　
　
－
　 　｝　』　　一

径　＃4

ピッテ7”（17．78㎝）

ヒガ7”（17．78cm）

配力筋遡＿　　　塑長

榔

径　＃α　　　　　　＃q：1’6”（45。72㎝）以上
ヒガ12”（30．48e鵬）　＃5：2’2”（66。04em）以上
ビ弾12”（30．吼8㎝）　＃5：2’2”（66．04c皿）以上

4㌦09

†り～啓認留嘱助奴碗

1
　ん」σκ　戸μf ’、6一

、1

’ち6　　　　　ど㌔6■

〆o％ ，b■ 1
塁…櫨撫講鰯＝　　ぎll〃76『〃3’II噂n五

7A’‘0；’所♂門3細’”り吊¢」　71Ao’
掬5侮！ノむO”¢9’ノ●凋’ηげ41搾‘”o再

M隅”砿’防ぐ舵σ湘ρ，“

9”

イ、

ヤ』，
’ρや’

　吋

↑ 「

．、“響　集撫　　也饗　l　l
　　　　　　　　　』　　　”‘6～cプ
1　℃恥「

『
コ
T－1

　，司
8ひ』楠’恥6’
恥げ鈎”40’｝ん”
o’〃σ胸刀9納ん柳，

1
所
” 5んy吻・ハセ9多織驚畜癬麟
〃」”；5儒A焔朋’■パ
z巧一か5明ρo〆〆’》
〃一耐ゐ’〆45｛o〃83

0’τA■0σごA5勿ム，

r尉一4悔　　　　　ミ

　　1
m【酬
’一〇殉

6’oor巳

ぐ
7
0 卿『醒

舶所〇四♂α戸。【‘●例ρ，9’旭門

’5■4

4κpη『’

り臨，彰物‘芳F川5」んF‘〆ρo門伽
ど’淫．傭げ罰，壬齢’紹，5翫二．2‘2島，
’門　ρeo々」ノoO．

’J　－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉・4

　　　　TYPICALDECKSECTION
　■4－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　’」㌔’0’

∫■‘一伽砿’9’ρ8’。〃ρ∫Ar6ノ知
κ”曹ノ5’9y’，炉例麗ξ几〃rOr’σ璃

8CarSOnCityto”ev－CalirStaしelineBridge



録ξ刀、一一藍、告一一．、一仁 （　5／■0）
8．CarsonCitytOHev．一Calir．StatelineBridge

1
－
oo

l

No

8

本体構造（3／6）
主 木行

フ　 ラ　 ン　 ジ

母 亦オ

断 面

　鼎旦㍉

　』1〃仁虹不ア
　　（15弓9．4）

継　手 材料（規格）

現i場羅手て詩ヲ〕ボル．睡合1．．、

・高カボルト　　AS胴A325

　径φ7／8”（22．2mm）

　問隔3”（76，2回m）

・ス方イス九一ト　　AST門A572

補　岡り　木オ

暢 板　　厚 罠格

A訂講i配隔 嗣 lrくh 闘

上
フ
ラ
ン
ジ

端　郎 16 406．q 1・且冊 鴻．5 燭

中問甜
圏 曙57，2 卜3／8 34．9 ハ572

21 533．喝 卜3／8 34．9 A5η

下
フ
ラ
ン
ジ

鵜　郎 61 E5qg．4 卜1／4 31．8 A36

中問諦

61 1図9．4 H／2 測．1 A5マ

61 1別9．4 1・5用 “．3 A572

’㌻σ4’6一

縦方向補剛材
断　面

』＼
　　＼

／

継　手

　上万ンジ　1’18”×1”×60－1！2”（457．2×25，4×1536．7）

　　　2’　7”　×　1”　×60－1！2”（177．8×25．4×1536．7）

　下万ンジ　1’57”×1”×42－1！2”（1447．8×25．4×1079．5）

　　　1’61”×1”×42－1！2”（且549・4×25・4×夏079・5）、

・フィラー　　1’61”×1！8”×2Hノ砿”（1549．4×3．2×539．8）

　　　　1 ．．　1 　」＿一一
　　r・縦㌘．
，一．｛鰯励r噛1

’2・〆。』呼’即一炉，

’岬・‘・曜‘’〆κ

卜撃
　　一漢，

補剛材問隔

＼　＼、

を遇・”繭．

軸

悶加一gJ　　
4響

F匡しD5PU《＝EPこ丁創L5

材料（規格〉

，航泌L∫㌦’6’＝ず

～が∫・眉・ψ澱》’‘’5彪幽，ご・

珈所∩弊」ρ」の
～尋」・ゆ・’8∬6一　に・
恥！駒r¢～ρ∬＝Jr飴の

’4’・’！曹’」・∬『o’

乃戸防【96」μの2，碑♪
．ご 躍」・ψ”7”［σ9

乃ρ丹し噸」’〃57那圃

‘㊧♂｛巧，聯闘〃
　　　和殉りF・ρ」‘ン

‘ ノ畦レ
」♂ψ・彫㌔イ、即一・‘一

　　鞠加μ’の
内＞・ ＞噛＞　　　　、

』ノぞ一〃㍗”ρ曜監9γ”々卿， し・4rポ’8」∫■6’ 、 ・一　一一　‘　　」∬曙o’ ノ忍・〃・’・・」51ず 一　　擢・4ノ・4・誕lg〆口酔”，
山μ’二の9Gρ34，

　學識欄誇

し灘瓢岨現囑継争號雲撫醸手玉讐騰熟：箔謙篇鯉
　　　　　　G8RDER　EしεVAτION　　　　　　　　　　　　　 凹1【rr，願ln』剛1】1，

横方向補剛材
断　面 継　手

／
／

補剛材問隔

＼
＼
＼

材料（規格）

　／

／

＼

／

＼

／
！
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8．CarsonCityto髄ev．一Calif，State“ne8ridge

5
－

o
l

NQ

8

本　 イ本　 構　 造 （4」／6）

主 ネ行

鳳夏 ホ反

母 亦オ

断 面

　　「

20、1！2〃，29－1／2〃

　（1549．4）

；ケ1θ〃

継　　手 材料（規格）

現場継手（高力ボルト接合）

・高カポルト　　　AS胴A325，

　径φ7！8”（22．2mm）

　問隔3”　（76．2mn）

●λフライスフし一ト

2’　69”　×　3／8”　×18－1！2”

（1752．6×9。5×469．9）

　　　画」『＿、

補　 岡り　材

水平補剛材
断　　面 継　手 補剛材問隔

2一）eb　Pl　76”　×7！16”　×　190’　6”

　　（】930，4　×　玉1。1　×58064．4）

　　（畏930．4　×　　l　l．1　×58064．4）

（A36）

坤　　　　　・・燈伸．
　　　”…　r
　　　　　　　　等　　　」』F・－・一”向7厚”，

炉むv舳．

κ，・‘r岬f”‘

1－　7

1
＿．．

　　　　「y
　㍊聯揚お・
”卸一9　’　　　孕

Fl〔し03P■口G【Dξ7AIし9 」
ゴ
’
竺
賀 臓

材科（規格）

4㌻9ごノ6一
’
∬
」 座：4一・’σ4＝σ’

”妬・69冴’7絢々一，ζ
局ρん帰“　ρ』‘，

’一」・”・小∬2‘。
細冗ん内騨・’向」72」！餌，

ζノ’ μ』・’，■ノ’・∬『σ9　　　乙ζ’

昂戸〆ん爾9　ρ∫川‘幽，
掴」・解∂4・”始9
乃ρ函の93』ρ57郡躍’

Φ～ご3・κ・4・8抑皆画’，び
、　和陥　　・ρ’‘，

‘ βレ ”49・ガ・4一・〃o》9　　粥9わ」μ」‘， 瀕＞　　　　，
』擢・〃’・”9翠り7”無一， ’ξ耀・4ρ」∫『‘’ 、 鯨7r轟才一一一 、 ’々・〃■’贈9．”5‘■ 擢・6，”4g翼噂！r」御”，

　　　　　　　》出〃轡　＼磯陣顯倒顯享玉讐1磯灘臨譲雛僻》
　　　　　　　GIRDER　EしεVATION　 ，　　　　　　　　　　　価』咽．闘醐鰯一一』，

甲r一・ダ‘o”5、の　　　‘ヨv舶一∫，駒
4解ん’』遡

40’A’9爾9Gρ』吻

　Lのすみ肉溶接のサイズ！

鉛直補岡リホオ

断　　面 継　手 補岡躰オ問隔

編鷹ヂ・㌘．擁一
　’「　　　　　・　一‘狸

　　l　　F　「　厘
　｝1一　 滋潔ん
　L　ls　灘解1
　　1NτERMEDlATξ　5TIFFENεR5
　　　A門D　CROSS　BRACING

材料（規格）

Fl6．

上フランジ　～　ウェフ’ 下フランジ　～　ウヱプ

S　i㏄h（聞） U　inch（騙） し2i㏄h（輪） r2・し2醐 S　inch（隔） t口㏄h（幽） t2i㏄h（聞） ザ2・し2悶

端　部 5116　（7．9） 7ノ旦6（ll．1） H／8（28．6） 7．6 5／16（7．9） 7ノ監6（11，1） トレ4（31．8） 8．0

中問部 5116　（7．9） 7／E6（聴．1） 卜3／8（3q，9） 8．4 5／16　（7．9） 7116（“」） 1・1／2（38．1） 8．7

中問部 5！16（7．9） 7116（ll．D 卜3／8（34，9〉 8．4 3／8　（9．5） 7／16（lLl） 1・5／8（姐．3） 9．1

AST門A36

8’（2438．4mm）

13’6”（4114．8mm〉
21’6”（6553．2nm）

〆99

　　　1
鵡y　　響

’ 雀C’・・“・1－v一　　・一凸・蘇

一
i　・　x盤鵯一　　　　　’『、．ノ…郁認贈

1ゾγ一， 6卿鯉　　6　9－’■ワσ

＠6　0響　　　　，

Pし埜篇ゼ1…・’脚1‘ll”’τ’胤．∠駕帝

’卵”二」 一一　・　・一一　．饗…i蓼
i　　　　’

9ψ”曜8∈6σ　，，硬　一
，9’1躍‘‘、9”，旭・　　　．9・の織じ神

財6噌「
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8，CarsonCiしyto岡ev．一Calif，S【ateしineBridge

匿

N
o
濫

No

本　体　構　造　　（5／6）
主　　　　　　栢…『

ダイヤフラム（対傾構）
支点上ダイヤフラム（対傾構） 中問ダイヤフラム（対傾構）

母　　　　　　ホオ 補　　岡リ　ホオ
　　　　　　　■

断　　面 問　隔 継　　手 材料（規格）断　　　　面 継　　手 材料（規格） 断　　　面 継　　手 材料（規格）

8

As稲A56

緬…♂講1σ幅鞠」解げ‘闘鷹かβ．　　　　　　　　　　　　　　　、∫｛¢OF‘o朋一8南一』

　　　1　　ケ㍉犀i
　r　　　　　　惣51加
　1　　　　　5ア岨鐸5　　　　ゑ
　1　　　　　　　　　　　　　　　　願

AST門A36
　　　　　　　　　”5■’oゼ1そぐ＼蕊．
＼・＼奎　　眺＼
　＼　　葦……　4，一　一 、翌
　1＼．　　　／・一

　　《／　　　　　へ　　　ゑ碗φゐ’σ卿慰

　　　　　6繍廼徽班1

　鑑　　　　　　　品
　　唱一冒　　　　l　　　　　　l

罫　ii．総渇

　　　　1ド
　　　　　　ど・3－o庵5む励’・‘あrひ妙
　　　　　　0吊hんb虐J，邸内　　　　　　9鋤甥陽昌壽’ゐ
　　　END－DIA胆処匹

9イアフラム：PL－7／16”（11．1mm）

ベア1ルグ・スティフナ‘：Pし一3／4〃（19．lmm）

フランジ：PL－112”（12．7mm）

叫
　
β β’み幽ゴ

ひ騨〆炉

1

　　良i…μ．　轟
　　L”1鳶　隊鱒暫
　　　　〆　　‘，’響　　ξ　’響　ノ’

　　　lN了εRMEDIATεS7置FFENεRS
　　　ANDCROsS　日RAqNG

ク・スフレニム『＝2－ST3×8．625

　　⊥

」■』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』■』
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　　　　●

夕　麟亦’二’告　　｝’・一瓢と （　■／■0）
9・　North　Caro　l　i　na　State　”i8h冒ay　Br　i　dge

I
N
ω
巳

基　　本　　事 項 （■／2）
名 称 構 造 概 要

No カジェクト名 橋　　名 平面　・ 側　面　図 断 面 図 橋種 型式 橋長m支問m幅員m桁高m 桁配置
最大部材長

阿orth（：arolina 道路橋 RC床版 260’・6” SPAN66A’70’・LO’ 57” 141’

State翫8hway 単純合成鋲桁 （79．40m） 126’

　3，・11－
　4

（21．59躍1） （1448mm）

　3“・3－
　4
（43．07回）

（38．7旧

SPAN“B，
129’

3，
一5－4

（39，47旧

SP矧闘A” SP酬“B” E購　　駅lo嘔E

8隣旧照lo6E

∬＾遡、
S7A3㍗09．57

「
Fi躍

駄pEx四

　　　　糟
Fi慧

二 呼i

唱 7 「

並 ｝

＼一 卵08印τ彪

㎜丁肋、1
CL団0陀甫02

q．㎝o麗甘『81

9 、
Cし3創τ㎞．1

q』匿10Gεa㎜“

㌧

80●弓4一
晒

）、耀
畳四ρ・09 13r・69 レ

260」・6曜
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9. North Carol ina State Highvay Bridge 
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tO 
O1 
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No 

C I /6 Cii~) 

;~~C 42~: ~~~ ,~:~: *= C:2:/6) 
'5~ 't~~ 

C J~~ H~~ 

8' -1" 
(2 . 460) 

~~!~: 

8 l_,, 

2 
(21 .59 

cu) 

l¥ :/ f 

2" 
( 5 . 08cm) 

~~ ~~i 

~~~: 
i'~ Itl: "A " 
1~1~ tu '1 
eV1 7" 
( 1 7 . 78Cm) 

~Eill~~li~~L 

t" " e,1 7 ~" 

( 1 9 . 05cm) 

~2l~LCJ;~~~ 
~~ t4 "B " 
d7f 1' -6" 
(45 . 72cm) 

~~Li~: 
t4 l' -3" ,~L~ 
(38. lOcm) 

t5 l' -9" ,'AJ: 
(53 . 34cm) 

t6 2' -O" '~J:: 
(60.96cm) 

tt~'*~ (~~:~~) 

C J~~ ~t~~ 
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~~h~1,i J E:~~: J¥ y ~ ~~ ~i t~~~ (~1t~) 

(; 
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ダ　丞シ亦離’告　一赫一監 競一－瀬 （ 5／■　0）
9・　North　Carolina　Sta加麗i8hway　Bridge

I
N
①
1

No

本　体　構　造　　（3／6）
主　　　　　木行

フ　　　ラ　　　ン　　ジ

母　　　　　　譜オ 補　　岡“　　ホオ

断　　　　面 継　　　手 材料（規格）

縦方向補岡リホオ 横方向補岡U材
断 継　　手 補剛材問隔 材料（規格） 断　　　面 継　　手 補剛材問隔 材料（規格）

9

　12”

一
（304．8）

1L」

電
き
三
）

現場継手無

工場継手

菩
盤

　　レ　　ミ
　　2　　誌
　　（12．7）

L」一ヨ

（406．4）

幅 板厚 規格

㎝
i脳；h

關 i鵬h ■1

上
　
フ
ラ
ン
ジ

端
郎
12 304．8

旦
1
6
量7．5

棚

中
局
部

12 304．8
1L4
3i．8 棚

重2 304．8
置璽16

輪．0 棚

下
　
フ
つ
ン
ジ

靖
郎
16 406．4 坦

16 20．6 棚

中
問
部

量6 406．4
1L2

認．1 醐
16 406．4

2L8
図．0 棚
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l
N
刈
1

No

本　体　構　造　（4／6）
主　　　　　　ホ行

腹　　　　　　左反

母　　　　　ホオ 補　　岡り　材

断　　　　　面 継　　　手 材料（規格）
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I~ ･~r ~: ~ ~ ~ )'1P !) ~t~ _ ~ 
i~L~ 60V[･HINO 5PEClrICA,IONS ( t l~f¥'･y? ) 

L,1~St VIHCI,tlA D[PaRTP,tHT O. fll0,11JafS. StaHDaflD SPEtIFICAtIONS. 

*-Ioaos AND IR,O1;[S, aoO･tED 1,12 A5 A,lCNOED I, IHL 5UPPL[P,[NTiL 
5Pt[IrICAfIOHS Oatf. JULV I. I.,C, THE tDHTRACt DOCU,1(Nf5 AtlO 
Jn[ COH,liCT PLa,,S 

O[Sf ON C I~~~ ~lT , 

TH[ IRIDet IS o[SICN[O roa ,1S ,0-1a LIVE LOaOINe OR tUQ ,a.ODO 

POUNO alL[5 SPit[D a.-o･ arilT THE D[5,0N IS IN aoCOROaNO[ ul,M 
tH[ ,･1] i i S ,1 T O SPICiFICAtIONS ,OR MICHuif .RIDOtl Arlo IHt 
a I S H I O IHIERt,1 SP[[IrialtloN5. BRI08[S. 1.Id 

IH[ D[AO LOAO iNCLUDLS i ,,tlcHt OF 1; LbS PER 5Q rT. fOfl A 

ruTURE IJtaR,Ne SuRFatt IH[ full,RE UtIRIMG SURFAt[ I: tlOf tNtLUO[D 

IH TMr5 COF,TRa[I 

7 ~,~ DtsloN Ulll[ 5tN[SStS ( ~ ~~iU,12 ) 

= ･ ,.OOa P 5 1 C2le, F'~i*t) CLASS ･D･ CO,･H[T[ F,C 
FC ･ 1,200 P S I (el~:･f ･･ ) 
H ･ IO 

PLINro.CINa sl[tL: fs ･ 20 ooo P S I (l~O~ .~~!~ilrJL) 
!fauCTu.aL STl[L (A-,t]: Fs ･ ?1] ooo P 5 1 C I~~bd ･ ) 

(A-508]: F5 21 OOO P S I 
' ' (lelg ･ ) 

CONCH[TE ~;1:~?,/ ~ ) 

AtL C0,lC~[l[ 5,11LL D~ CLISS ･1' llR IN]RIINtD_ 
- PIE.s a,dO iDUTP,[Hrs $,1aLL I[CElvE I CtASS I fIHI5R S[CTION 

bol.] I I COST TO It I,,CLWto IH ITt,, tOl-a 

IHSIDE .,1D DufSIO[ SUIFaCES or .IRAr[TS aNO uIHCUILLS aBOVE 

CRID[ SrlILL IECtlvE ･ CONcltlt St,Rf.1:E rlN,Sr, IH ACCoIDA,Itt ,,11M 

S[CTIO,, eQt I . , IS l･,(r,][D tr 1,It SP[CIAL Pflovl!IaNS. COST lO 
I[ 11CLuDED IH IT[1 101-.. 

Cr,,.,rtl ILL t:P05[O [O,:t, or CONC.ETE l/a･ ･]/1･ UNLESS OTH[.-

U,st I,ol[D , [ONCl[T[ SHaLL 11 CU,lEO 11 AC[O･DA,dCE b,iTM S[crIDN LOI I ID Or 
Tr,~ 5TA,IdaRO !･[C]fltalloNS POLf[INrt[NE tOAf[O IuRLlr 5HALL 
tOldFOR~ Ia s[C]loPl lal . 9f fr( Sta,1DARO S.[CIFltatloNS 

I tJaf[1 I[DuCIHC .EllIDIHG aO･IlttrL[ Ir, AOCoIOA,1CE ultH tHt 
SP[CIAIL PRDVl!IQN$. !HALL l[ uStD IH ALL 5UP[RSIRUCTURt CO,CR[It. 

PlnllNf StIALL IE ,,ItLvotD IN II[,,S Lot-1 aIID 80i-. ･CLaSS ･o-

COHtREl~ fQI 5vP[pS1,uctulE･. I[tARO[1 tJiLL Rol BE REOulN[O ,･1EN 

TMt fDIPtRAtuR[ IS Itto,, ,9･.. tM: tO~f.AOfOR.S ATT[NtION IS 
CaLLtD fO fM[ TEST I[OtJtROIEHtS FQR tM[ IETARDEa AOMlITU~[ 

~ 1,' I IHFOtCIN6 ,AI ( ~ Ib) 

ILL I[IP,Fa,tl,1C StLtL 111S $,1aLL IE IN ncCORDAtlC[ UITM a S I ,1 

a-el! IlaDC Jl,] O, GAaO[ bO, I S-t ,1 a-tlL OflADE SO ,aflS ,,Af b[ 

u5tD IH TMt SubStlutTu･E COIlt.1:T[ IPtO Ir u5[D. SHaLL M[tT Int 
It,lQ tL5t IEQUlnE,10,1$ OF 1-IIS claO[ eQ 

1,1( CL[al O,Sla,,C[ l[Ibt[H ICluFa.CINO Slt[L ArtO fflE flC[ Or 

ONC.tlE SHALL It i5 rDLLOIJS. UHLLSS OIH[RUIS[ ~HOL,t ON fHE 
DRAUI Na ! : 

tOP Of 5LAS ,. CaP5 t COLU,,N5 ,. 

,otffo~ OF SLal I- roa t I HOS I. 

ALL OIMtn LOCArlO,,! 2-

. LL11C]r, Of LIP rOI ICINFOICIHO nlS ANO ,Nt LtNOTH or BAfl 

FnoJtCIION it CoN!fluCtlOtl JalNfS SHaLL b[ IH acroRoaNCE t,1 ,R 

I A S H T o lr,t[lll 5.tClfILlflOllS ,R,OetS, tll.. 

lOIPIT FtLL[1 ( ir"~ a:, F 7i~ -) 

Jollll F,LLEI ra. V[lTlcaL Jo,nT5 D[fL,E:H fnE IPPROaCH sLlt 

IMD T,I[ IeoTI,t,11 a,10 IJlnO･aLLS. S,t.LL tE rRlroH,ItO [IF,U1!ION 

JOIHf flLt[N C0,lFONRINO 10 ,･lICL[ ,OS I ,. ffl[ COST Or fH[ 

FILL[IS SPlaLL b[ INtLUD[D IH IllPl 50,-1. ･PQRrLAllD t[H[Nf 
CONCltft aPPROACH 5Lal' 

PN[fOmlEO JolNt rILLL1 ro, VtITlcaL JOlllT IN Su･[R:IRuCTuR[ 
SHiLL I[ SPoHCt nuDt[1 ItPt I COuroRHIHG tO aRiltL[ Iol i 

lrt[ t05T Or tHE rILL[1 SHALL b[ INCU,o[D iH IT[,1 bol-] ･CLas5 
'b' t0,1CN[It IH !uPE.SIRuCTuPt-

/ 

C t N.E R A L N O T t S 

[lCAvAf I DN 

NO [ICAvAf ON 
SRaLL eL tLASSlrIED A5 tQtl [rtlvatION OR 'JtT [lCAVAtIOll. 

RDCI 5HOLL 8f t.CAvAttb UrlTl[. I LEVLL SURFAC[ Is rROvlOtD 

ultM ,rl[ roOTlnG [CfEO IHTO HARO ROC[ EICFPt fOH IHQf 

POR'ION Or tHt roOttNO tlT[~OII'C A'OV[ Tr,t ROC[ SvRrltE. 

TH[ tONCfl[If SM･LL tE POURED lOAINST T,,[ RDtr ,JI]ra)Ut 
IHt US[ OF FoR,tS It( tb51 OF At,T DRatlNo. SMOlluO. OH 

Otual[RING REQUIR[O SHnLL B. INCLUDED I~ STHuctU,i[ ExCA-
VA I ' ou 

nocl CuT af PI[RS A"O AOt,fPCNIS 

Roc, CUT FLA,1S Fol tul [lCAvattO,,S At tl[flS , Io s aNO fHE 

HORfR aND SOt,1,1 AhuT,I[ntS St4atL CQNFOR,1 10 IM[ UCSt VIROIN,A 

O[PARl,1UIT OF NIOHUofS 'C"'D[ roR 0L510H IN OUI StOIloNS 

THROUGH ROc['. ORbHINC Ne I n5 Fu.LISllto IH 'SPtClf,tA,tONS 
rol 5UB!U~rACE iNv[STloaTIO,t', 5trTE"bER 1lt, ArfO 5HaLt DE 

5uDlattt[D 10 TflE tNOIHtER rQR .[V'EN ANO IPPIOVIL 

Rtvl[u OF Itlt [D,If9aEtol'S SUPPO.t Or EICAvallou aND Roc. 

CUT rLaNS. H[fHDOS. aHO PfloctouR[S 5,1ALL NOI l[ t0'1STRU[O TO 

R[Ll[v[ Itlt CONIHAC]OI IN AN, ,JAr or ~II R[5PONSIOILlff. 

ILL Ils[5 IR[ aSSLn4[O SOL[LT If J'It: CauTIACfOfl. Ttt[ tNOI',[[l 

m! NO RtSPON5ltILITf tHEa[FOI 

l IC Kr ItL I NC 

T'I! toNtflacfO' SHAtt laclrILL IM[ [lCavotiOHS IT PI[RS 1. 

, aHD I IH ACCORoINC' ultH t,,1 rl[~ [ICA-
.uION O[tIILS AS SOo,t as POSSI'Lt aND SLDPL ,R[ !uRractS 

lO OflAIH !,Ac,(rIIJL plJ~TE,LIAL To c･Nro,,Id T' TMI' 

nEpulF,[,dFNTs FO,, SELECT EbllArl･ME'IT. 

Vl'Natl0'1S If ILAS"HC 

tHt COtllRaCtOl SMaLl C0'1PLf t,iTn tMIS Sr[ClrICIT IDtl 

CoHttRNII'O P.oDUCllon or VlbRAtIONS ., DLA:IINC 

t TH[ CO1lflattD. SMaLL R[talH AN ~IPt.l[HttO aNO gUALI' 
fltO StlsHoLaotS]. ICC~PTIDL[ 10 Idl EnOIHt[1 u,O SrtILL 
P~[PAfl[ A fl[poRt fOI Su8PttSSIOr, to TFtt tllolN[[. Sfali'lC i 

R[tO"I[r.,tO ILAStlNe PIOCL0t,Rt INCLuDltte SIIE Or CHAROt. 

OEPIH Or NQLtS. Nt･,1[1 or HOLt5 rlH[O I' Oll' tlr,t bLASfING 
S[Ou[uCE. A',) LlnltIHO PaRTICL[ VtLOCITt 10 PRot[t, IH[ 

[IIStINC S]RUCtuRt AllD C(lFLPLETID ANO PAHIILLLt ,~LPLtttD 

PORtlOtlS OF TF[ HUJ !lauCtuRt. 

2 Tltt S~1$PtOLOCISt !NALL ROnIIO' VIIRltlOnS At IMt 

tlISIINC StRUttuR[. Tea[,H[R ,ll]M COHrt[I[D A'(D Plnf'ALt, 

C0,1.LEI[O uNltS Dr J,1( u,u stRuCtuH[ TO PlfCtoDt Dl'laCINO 

EfF[C15 ANO MA1,1TaiH toNStA,,, CLOS[ CONilOl Ov[1 LoaoINO 

AHO O[l0,1AtloN S[OU[u([S SUCPI RECORDS pILL ,[ 11AOt iVAILi-

'L[ TD THt [NelN[fn at Hfs R[QU(SI 

, rRIOR ,O to,･1'NCINb ANf CONSTRUCTIOH ICtivltt A C0,1-
PLETt St[NOOlaPMIC AnO PHOfOCDAPHIC ItCORO or T,I[ PR[SfNt 

t0,101 fION Or iH[ EIIStlne Stluc,uRE SmLL Bt PRL.AR[O A,lo 

SubF"IllO 'a tH' (HC'NttR 

1 "'L CQ,('11CtOl 5tlaLL Iurof'l tNC ruBLIC Or ItC ualu.E 

OF Trt: bLIS'ING tO D[ ACCOIIPLISHED aND Itt[ Nlruflr A,rO CO'f-

fLnl or VIDRAT'9HS L'[ILf 10 RtSt,Lt 

5 NO BLASfINC UILL bt OONt l[,ORt e:OO A " OR AF][fl 
l:OO P 't 

e, tu( TttROu Of HOC[ rIAClltN'S NILL DE toll,ROLLfD SO 

tHaf 't(, rl[t[S FILL OU15,DE 111E RIOMt-OF-L'ar Lt,1ltS 

1. I ILASt SmLL 't OErlN[D aS rl[OElta,,1"[O NtJ'I8ER Qr 

SNOtS. I pERICD Or AT LEAST tElt (iO"IINuT[S SmLL [LAP5E 

b[,uttN [AO"tAST ANO 't,HI,tUPI OELATED tlllt or 100 P'ILI-

SrtONOS SNalL tLaP5t ItTuE[N [acM tnDIVIDOAL SRO' u]tH rt 

I DLa5T. TNt I~I[RViL 'LT'J!Elt IHOIVIOUAL 5,lOtS PIAf DE 'N-

CRtA5[D OH DE:nEA5tD tF REOV[Sf[D tt t,,E CONllAtIOH JWo 
ArPnovtD " Ir( [,101N~tR. INt tONIRAC]OR 11U5t. uOIJ~V[~ 

n[MAIN ,JltH'II tME Vl8RA'iOu LI'lltS tl[Rtl,tarltR OEStR,R[O 

,. TflE RAIIPIU,1 rtA. rAlfICLE vELoC]ff OF ANr BLASI uov[ 

PWIION ･A5sINC IuROOON TrfE [ApiH Af pnf Jwo ItL sTRutluRt5 
SHALL D[ 2.0 iNCHtSIS[C0'1D OR L[SS. uOu[v[1. THIS r,el ,1UH 

v[Loc,tf P'Ar t[ OEtR[aStD AS A RESuLf OF TuE S[,S'IIC ,N-

v[STICatION O~ At T"E DIP[CtION OF THE D'O[NttP Ir UNFAVOR-
aDLt R[ACTION$ ARl$E Tt( N[ASURLM[NIS SHaLL It TA[[~ ON 
tHE GROwD aDJAC[Nt ,O AN0/0R ulIHIN TH[ SfRUCTU1'S a5 Oi-

SICNat[O " T"E CHCINtEI 

'. IHL CONTRAC,OR SIIALL pRovll,~ ALL R[QUIR[D PIOflOTORINO 
[QU' P"t Nl . 

tD. txt CONtllCtOI SHALt I[[P a tmlf'LN RttORO OF ILlst,uO 

It, f,It aREi tO INCLuo[ D[FtM or DLISI 110L[. rwNDS OF [1-

PL0:lv[ PE' OrLif. ffPE OF [xrL051VE AuO f,1( NU'48tR DF Dt-

tlfS P[R ILa$t. tH,S '[tORO SHaLL It PtAO[ avAILARL[ tO tHt 
[NO I N[ [l 

11. til[ CQ'ItlAtfON SMaLL PHovlOt roR COt･1vNICiTION I[TUE[H 
THE 'LaStiNe ro,tR[N aftD Tra: [~GI'd[tl SUCN 1,1u vtRbaL CONTltt 

CIN It HAO[ U"ulH T'It 5p[tlrltD l[n ,Ie] P'IwfES INl[HVAL 
'[IP't,H ILb51S. 'tll: INTtIVAL tEfLJ1:tn ILAS'S '11[ .t OeClelS[O 

At tN~: DISCRtlloN Of 1,( E,161lt[[a. 

SUProtT Of flClvnTIO" 

tM[ CONfRACtOR 5,tILL SUD,111 TO tu~ [Id;1,([R UOHlINO DHnuluoS 

PRtPAR[D Ir I ~[CISt[t[D PROrtS5rolmL [nGIllE[1 !HOul,It JI( 

'It:IHoD. StioINO 1,11, u,CtSSltf Ottl,LS. INCLUDINO to,tPu,IllouS 

POR tulF TDIPoPllf SUPPORT or lr( ov[lDuflO[H Du.1,10 f,1E [ou-

5TflOC"Ot, or PI[RS t , At,O l 

I~IOSt S(ITS C ~~i~ ) 

A,,C,,OR iOLIS SNitt bE SCf AS 5,lOL.1 alt Ittt DRIUINOS 

I[lRwO AR[a! Vf A8ut,ItNtS A.,O P][Is U.oH P･dICM 5r,O[S L,ILL 
I[ Stt S,1aLL IE FINI!H[D 10 tRu[ [L[vAllo,fS JUIO PLANCS 

APPIOACH 5Lii la covR!L 

Tpt t' .ASE tooSt MAt[R,IL Ur,OfR T,( APPIOACN SLaD SHALL 
It It[11 'O1-Z CLasS 2 ICO'[OAIE l'$[ COIJRSt 



I 

CO 
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IIU Ra 

iLL SlauCluIAL StttL [1:EPt tn, SH[aa PLlt[1 5tlILL t0,1rQR,1 tO 

I S I Il a･5le IJ~iTHEiI~G tt[ tH[ SH[aH rLalE! SnaLL CONraR,1 

IO i S-1 t, IL･it 

IHt StHUCIUlaL $tE[t .uN t,,1 E,lIINE bIIOCE UILL ･t U,iPalHltO 
AuO bJ,LL b[ .tLOLJCD 10 utalrttlL 

lr,[ I(alHtlltla slE[L UILL l[QUIH[ I CO,･ItRCIIL~~~L~y~!L2-
!uflrac[ l[roR rlbRt AtloN T,,[ arPEARANC[ Of luL SulFIC[ Rrt[I 

,Last CLEAHI~D 5dALL ,,~tf PICIOHlaL STA,,OASD t S･ 2. [ S･ , ON 
~1~S;rc $r,; (:,:r-;1r,LT~lF) 

D S･ , or ssPc-vl5 l_ 

IN[ N~0uINDltNl Qf 5tCIIOll ll. )_1 1. t,1( FIHS, PaRloRAP,t Of , : ~L.~tStll'~~,~ 
t,l~ !uPPLt,l[,,IAL SrEtlilCltl0,1 15 OEL[lLD Arl[H TM[ CO,,rLtIIOtt *-

C.~~~]~ ti OF Tt,t SIRU(lu.AL 51[tL ERt[]ION .tlD tttl PLACI,tC OF tt( !UPeR-

SINO(tuaE COraCI[t:. tHE C0,llRICtO~ UILL l, SullabL[ ~EINODS 
p ･~~F$,, ~~i I: 

CL[lJ, I,,, SIPuCluH8L St[fL Or ALL FO･[IOH SuISla,lC[S TO PR[SLRV[ 
t~112~l~ I~E COtON aF t,1i CORPL[t[D StluCluR[ 

tut FOtLOUINt SuPPLD1(HtAat HEQt,IID,~,dl5 P[IltINlrtO tO Ir,･Att 

PRO･[ill[S $uaLL t[ IDDEa lo I S f N. OESleHAl]On A-S8s: 

l,1pacl PnQP[IfltS 

ld[ PnoouC[. S,1ALL NA.[ a,ID IEPORt to IH[ Cu$fQt,EI. fQn tt[If 

QIJALlfICAT,ru. 0,1E tl.PaC, 1,ST fl0,1 IN[ ttllCl[5f ,tAl[nIAL artQ 

0,1[ 1,1PACI IEst rlol, 111E t,1lu,l[SI ,,a]ENllL Fol EacM MfAt INDION 

P･oouCT FurNl5n[O T,,lE InPAOi t[5t 5,tALL bE LONGlttJQII,AL 
t,taNPt v-1,01C,, CONFORIIII]O 10 It,[ IEQolR[RUtlS Of A S･1.,, i-),o. 
PllieIAPtt 2, PIOOuCIS IH[ O[r,ntO Ia PLal[5. SMAPES .,lD iARS 
I[ Lt5S Ih,ul ,Q to,iS DF i .BOouCf IRE 5UPPLI[D fHOll I h[At. 0$,t 

I,,PACf f[Sf fN0,1 Ittt t,ticIESt ,IJII[ItAL o.,Lf iS l[QUlaED r(n INal 

fOl I 14Lat fo guILlrt IHf iv[.Aa[ [,,,aOHaDsODBCO at JIO CEm[[S f. 

o,t Tttt It!1 SPttlN:ItS ,,tLLL 110T ･t L[SS It,a,, l. fDOI POWDS. 

LlC[PI l･,[N Sul-$11, 5P[Lltt,,1S Al[ aL0ulN[O: IN[H Tut ,11HI,tL･, 
lv[ilCl [HE.Of llSol.tl0,1 o,1 TttE tLSt SPtCI,ItN5 SttAtL e[ AS 

roLLO~ds-

Sll[ fOOt Pou,dDS ,･l~ J 
lO - ･ 1_5 - t, O 
lO - ･ S - I o tAt,t I,,.ACf TESt tO.,stlTul[S TH1: AVtaAOL vl~u[ OF T~Rt, IOJaC,NT 

SPECL,I[~S f,l[ IfSUL'I Oll a li,lOLE SrtClr,~H NAt DE ItLOu TH[ AbovC 

5rEtlftEp ,.Inl,IdJH vaLu[S IUT II' 110 CaSE'I:Lou fuO-]nlIOS Or tr,[ 

VALOE t. HOat l,tAN o,,E vNLu[ IS bELO,J 'nC sP[Clfl[D 111,,t,ItJ~. Ol IF 

Q,It s.[CtPltN IS l[UnJ IW-TttllDl OF t,1C SPi[Iri[O HIHiPUJ11 i N[t[It 

or luH[t AOOltIONaL 5P[Cln[HS sniLL IL ,,aO[. EACM OF ,lNIOt tluSI 

[OIJAL Ol [lCltD fH[ S'[Clrl[p HINIP't･, If 1,( tNICI[ST O'I l't,t,H[Sf 
,Ilt,lIAL T[Sf.D FAILS 10 aultlrf IflAt TMICut[SS OI T,10St INICIP,[!S.S 

5,1ALL I! atJtCltD .lOL(v,1. TuE tttlT idlrul[1 Ol fMIClfl ,1]t[lIAL ID 

I[ Fulult5M[D "If IE IfSliD AnO If tt,C l[SI R[5ULT5 ,([1 IM[ l~0ull" 
I':NIS. T,( ,,[AT t,ILL l[ CONSiD[ItO UUALIFI[O rcl JHOSt It,,C"'LSStS 

'[PIC5tN,tO Ir luC l[l[Sf_ 

t,1C COvEII'l,10 IHlt[u[SS Fol t[A,1S. T[[S aND C,1aNt,[tS SHALL bl It,[ 

a,EHla[ FLAuO[ I,ttClut55 1,1[ Cot[Hltl,,C IHICIN[S5 fOt A,,SL[S S,11LL 

't t,lL 5PtClfl[D L[c IR]C[HtSS TEST Sr[[IntH5 Fal It,tSE S[CtIOHS 
S,tILL tt taIFH at a tOiNt Oll'-TH]RD IHt 015]AN[i FNor, Iu, Ou][l 

[Ot[ or t,,[ fLlud0~ Ol Ltc la 1,1[ IdEl on tt[[L Or IHE SECtl0~1 

T,I[ fOLLo,JI,,O S'[Clf I[i,Ie･Is rol 'S,,aP ISSl,1uL tlG' tIIEn fHO,. ft,( 

I~:St vll'ol,t,1. O[P･JII,I[HI Qf ,tICRuafS SIAr,DaflO SPECIFICatlonS 
'OoP,[O 1'It. S[CtlQ'f ll' J i.1" Itfau StCfIOH blS 1.1 I' 5 $~ALL 
AP'Lr ral t,1' tlu5S[S O,d t,11S PIOJLCl 

t~tt PROCR[SSIV[ C,tolO IL5[PtbLt iS Dts[tlb.D IN TH[ SIAuOlflD 

srfCl'l[AtIONS IHltL bt Rtqa,IN[O roR TIlt IRuSS[5 eH 1,llS PROJ[Cf 

WILESS 1,1[ DPI IoulL ,,ttdOD aF tlL･1CHICILL, COnfROLL[o DrILL]NO 
tJrIICH IS DtSCllltD ItLOu 15 u5ED 

CEN[~AL NOTES tCONT'O, 

OJLl~J~~~~LJ~~J:JyJ LJJ~1~[j~2LLID ~~lJJJ~i 

I,1 Ll[t, or 1,1[ PtOCLOIJl[S Oa,ILIN[D In tH~ sPtClrIClfl0,4s rop 

SulPu.aCMII,C. Dl,LLING A,1D R[A.,IIIO oOtl tIQL[5 auo rop SttOP 15-

S,N･Lr. 1,1[ CoutHACrol 5,tALL ttlr[ THt aPllon TO ORILL lOtt MOLE5 
fUtL-:,lE IH DuaSs[P,eL,O PlfC[5 A,,o/ol COtl,,eCtlouS i, t,EAtlS Of 

SOIlIIL[ nu,,[RltILLf COnIROLL[O ORILLltle LqUt?,LUtl aS Dt5t･It[D 
,1, trl[ SPtCi,L P~OVISIQtas 

~sP[tt~]N of ~~A,E_cu_t~2~~~~,IdD Ptl,[S ron tA,11NAt,OHS 

TtlE vl5uaL IHsrEcflOt] JU,o h:PAIH Of PLlte cut EDeES SHALL IE 

IN AccoRoA,tC[ ~lfR A.A S n I O SrAll018p SPfClrICltIONS ruR 
ttIClluAT IRIOG[S 1'1,. AAtICLI 2.10.22. 

ULI~ASONIC tEsflHc foa ftA,E UpIINATIOJ'S OF rLAI[S )11' AHD 
ov[H In tHicx,,Ess us~~ Fol PII'tAJ'f sTH[SS HUtb[RS InoLuD],(G 

ALL IHOSS R[~ltRS AHD rLOO~IE.'1S St,ALL It P[RroR'I[D If 1,It 

confRACl91's AcOll IH TME PltS[N[[ Dr IHE p[faafP'[Hl'S Rt･RE-
5tN1 Al I VE 

TMI ttSIldC SRaLL It PtRfQR'ICD "' ICCQRbA'tt[ Utltl lu. 

fOLLowlNc: 

a. IRaNSDUCEi - t' pll. '_t, Hl"I 

･. scn[L,t PaEs[tttlllOtl -t,tlcIHEsS of PutlfnIAL I[ING ttStCD 
l[ ejio Lln[AL SCHEEH DllIAlaCt. M[Ionf of rllsl IACI Ftro 

ll 100% ScN[[u Hile,tl. 

C. t0,1rL[tC Lass of llcl Lc,10 O1' LA'IIHaP IuDICAllo,1 tJI1lcn 

[lCLt05 tOON SClt[n ,1EIOtt To coNsTttt,f! A LI'lINAttoH. 

o sfAlcM PAtt[Hu ･ st,AtL IE I 'l' SCIN 'nt,t ol"[HsloNs QF 
TRt ulDtt, or IHt PLa,E If tlOtu (i, rE[t Itr[AtEO ALodo 
ruLL LtrlGw or Tt,t PI[cE "ctNNtNo UllH I TaAtl5v[Hse LI'(' 

sll te, IncHEs Fao,, oNt [t,o* AW EHOIHC ultn A TRAHSV[8SE 
LIN[ Sll ($' Incu[s FRO'I TMC tHD. 

ANI LAP'tt,AP DI$CONIIHOITt GHLIT[a Ttlo,t Ofl[ ,l] tnCH IH WIOTM 

aND [ICn, (t, fEEf IH L[NGtt, $tlaLL It PLO]]tO OH A DRIUl"6 ANO 

FOaL'aRDtD tD IMt [nClu[[R ,OI rIHAL EvaLuAtlOlt AHf OTREa LA'4t,,1' 

DISCO,ttl"ultl[S OF I S[llou5 HatuH[ $tlaLL AtSo bE SLNt 10 InE 

LNcln[[H fOa FIHAL tVALUAII'W. 

ALL ULTIASONIC ItStl'lC fOI LI"IHITIOHS SHltLL DL P[IfOR'I~D IN 

'ttt fASRttaltttO S'IOP 'fl[1 tU1ltlt~ rLLlt: Ioul bEfOR[ IS5LRDL'. 

atL Wt:LOiuO SuILL b[ OONt IH ACCmDAHCt ,,Ii,t t,t~ SU'PL[,1E1ltAL 

SPtCl'ItATIONS AtL CHOOVE U(LOS S,1JtLL IL COHSloeR[p IS CAlafINC 

plIRAlr SliLSS a~O 5tlILL I[ 11010CIAPr[D Itl l'CORDA'IEf 'lltM ,H[ 

SP[C]flCltlOd: ULlIASONl' 1'IsrEtfION '.Ar eE SuaStITU1[D fOa 

NAOtOORaPlIIC IttSP[CfIOH SubJ[tT tO ArPp0'It l' tHt E'I151HttR tME 

Eta)! of AtL LJtLOtO bO"I[,,bEHS S'tALL 'tAvL [t,D R[fulH IJtLOS ON 

IHE ,1(HbtHs rol A ,1lnINU'I L[,~;]M Or t t,lCHL5- GNoov[ U~LOS SrlaLL 

b[ OaOuNo 5NOOIH IH InE Dlfl[Ctl0'1 OF S'itsS 

aLL StlO'S "ID a~IRIIIO ILCCKS S'tatt e[ StR~5a I[LI[vtO AfT[l 

~1ltPl"6 IH ACtONDANC[ UltH 1,tE a ~t S SP[ClflCltIONS 

DlIIH PIP[S St,ALL 't ,1AOE Of l-Sae NtitlttRIHC SI[tL 

Itle LU"' SUr, 810 roN IT[1' tlS-1 St[[L SUP[R51RuttUflt. S,1ALL 

INCLuo, ALL StRUCtUelL SIE[L. COtTL[tC In PLAC[ IHCLUDIHG btaH]HC 

SIIQES. 'ItfOl'ItO 'AtHIC PaOS. [lPA,lSIOH D[vICE!. rLOOR ORAIN5. 

O1'UISPOutS A"P a'lC'tOR bOUS but pO[$ ml ItICLUDE Iu[ ,10DULA't 

tlPa,1SIOH O[vlC[S. 

ALL DitleHSlaNS'SuOF'I ARt rol I HOR"AL T[PIPLpAful[ Or l"r. 

COutNClt Drtl Cfir ) ~~ 

T,It COltCt[t[ O[C[ SLat SHALL b[ rtNISuED IR LCConDANCt ,,IfH IMt 

SPtCIFICltlOu5. t,1E DEPANt,1ENT [NtOURAGtS IHL OS[ Of ,1[tHaNICAL 

PLac[P("t A,10 fIHISRIHC Or blIOOE O[C[S IF Ittt LO,ti~ACtoR LLfCfS 
TO uS[ Sut,t [OtJIP,atnt M[ S,fILL Pla.E lOvi,lL[ ,JtltT[H IPPLICAtIOH 

TO t,l[ [NGIH[[1. IHCLUOINO IHroRMifION Ou IHE I(IONf Of 1,11 rtACttiHt 

VOtutlE Of OOnCN[tE 10 I[ PLaC[D P~1 POIJa ANO ,tlS PNOpos[D P.OC[OIJflE 

fON PLaCEl(Ht. ftNAL rlNl5tIIHO OP[natIONS. tLStltla ANO PEt,ALlf FOl 

INACCURaCt SHALL ALSO IPPLT IN CiS[ OF ,ItC,1,L,11CAL fLOaH flulS,, 

eRA , I Ne 

ORaiIHO 'OQ IHSP[C'ION UAt,u"t SmLL Ht bORO[H ,(lAL P~ODuCfS 
C0,1Paur. IfP[ O: Ot livluC St,t,Uaf tiaIINO CO#rAul. IrPL AA DR 

APpHov[D EOl'aL. 8EIR]NC bAIS SHALL 8[ )/1 . J/tt IHCH SP8C[O IT 
t l/tC ItICH ,,1ltEIS Att [DO[S SuILL bL tAuOtD IN[ C,AIltlO SttalL 

at RA0L or a-,at LJtAtutlluO ST[[t 

~!!2~~2~~lJ~il ( ~~d~~l ; 

UOR[1,aS eRLyltlOS 5tttLL bt PtLtvtflEe 10 TbtE DLFAl]11ENT UPON 

CORPLE,IOu Of TI･ tOuIRI[t iN AtCoRDaNCt ,JltH SubS[CIloN lO] 2 
or ttlC sr[t flcatION5 

O~Altl HOt[$ 

2･･ D~AIN Hot[S 5,,iLL tE rRovlotD AT 1,1C: Lou rolHts or ,,[,4b[Is 
WtH, ultEl Mlt PoC.[r HlstlC SmLt aE APrLI[o lo IH[ ,,(110[1 IT 
T,tE LOu PoiHtS SO tMAt .LL b,at[H tlN DIAln Ja DRaln NoL[S Ol 
,,ANliOL [ S . 

DaTU'I 

ALL ELEVITI0'1S A~E IH PttT AND AaE biS[O O~ U S COISt AND 
CtDOEl[C SuavtT Hta,a SEa LtvtL OAIU'L. 1'1~ bOJ1'S1',tH]. 

RF 8AHS 

IH[ IH5P[tlOt StlAtL PICI rluDO't OA15 FROM Id[ Rel,lFoNCit,C 'AJ' 

LISt rol luE tCSI IA'S ME SNatt [UT 5 O' PRO'I THt IARS [tWStH. 

HE DARS IH Trt, LIST S'tALL b[ SPLlt[O IH 'LAt[ Or tlit tOl IIHS 

l[ IA8S mVE D[L~ 0~lAIL[O tO 'LtOU i FUtL TFlISION SPLI[t Al 
[aCtt ~ND. O'aE IE bll roa tACN 10 lOH OR rRACIIOrt TH[I[Or aF EiCN 

Sttt ron SulStRutluRr A"O Sl'PERS]nuCluH~ ttAvE ItEN 1'10LUDtD tN 

THE IltL Of ST[,L aND UILL t[ PalD faH UllO[R II[n L02*i I,, TMt 
[vDlt ALL IJUt$ Of AHf ON~ SIZ[ aR[ nOt St,11 In OHE sNIP,I[Nf. frl[ 

SUPPLttN 5mLL ruRNtS'I Af M15 [lP[NSE DN[ tOI [lC~ 10 lONS o. 
fRlctIOH fH[R[Or roR [IC,1 SNIPt,tNT 

IH IHt tvtHT tHll INf Slllr.IEN' or r,alEatlL MiS bE[N PHtT[ST[O 

LNb MAS ',ttH IDtHtlfl[D IH eCtOHOA'ICE ulttt P'I]tllaLS tO~lIOL5. 

SOIL 'U'D TESTIHG DIVISIO~'S I~FO~PtAtIONAL PtEIIOlaNOu,1 'il till-11,. 

lllE S'IIPI'[Rr 11Af I: Att[rt[D UITNOut ruRtdEI ItstlnO OR SANrL,HC 

SuD]rt] tO 'lCOno SA"PLINC PaO(EOa'R:s_ 

( &~~~1 .~e4･h) 
IME .OLLtas roH Tul [IPINslOu SHOC Af r,[. I A,dD ,tlC PLat[S IN 
l,tt tIPA,,SIOH JOI,,tS IH l,,[ PAeAP[r StlaLL e[ PalNltb l,d ACCOIOA,,LE 

UIld S,CIIOH tlS, or t,1( SPtClfICAfIOHS. Ttlt fOLLOUL,,O fHal S[CtION 

･1,.,.1 , Of T,uSt SPfClfltAtl,W5 SHALL ArpLf: 

SMOP ･RllISR - S[CIIO11 1lt_1: Dnf FIL11 IN,C[fl[5S t I/, ,41LS 
fl[LD PHI,1(R - 5[CtlOtt Itl_el DRf rILM IHI[L,1E5S I ll2 ,,ILS 

FINI5H tOAT ,aaLLtas, - SECTION Ilt il: DHf FIL,, tMIC[N[SS t ,11LS 

THE taLOR Or IflE FIHIStl COlf tO PIA]C,t TH[ tOLon Of tH[ ,(A]tt[II~G 
SIEeL 

FIHiSu COAI (rLlltS tH ft$t Elra,a510N JOINfS ,II pARaP[T, - StCtlo,t 

Itl 1: Dnf FIUI tuICIH~SS 2 ,tiL$. 

tofAL Dlf rIL11 IttltlN[SS ･ 5 ,11LS. 

~2y~ tiT*,･}) 
ILt bOLtS SMaLL tONroR,t tO A 5 t P, l*]2S tfP[ ) UHL[SS Ol,IfluISE 

HOt.D ON IM[S[ PLANS. DaLIS S,4ALL Ot 1/8･ DIA,4[][R_ 

SMOULD[R bOLTS SdALL ,WI bE tORQU[D 

N VA 
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AASHTO最低床版厚

1／2”

1．上面鉄筋はエポキシコーティングされている

　　　　　　　　（190．5 1！2”（12．7mm

　＝　178mm

）2．床版厚は7 　mm）であり、

　　（L）

＝2．294＋3．05

の塗装を含んだ厚さとなっている。

　　　　　　　　　　　　30

床版ハンチは短形断面であり、フヲンジ厚を省いた純高は、 1”となっている
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特　　徴

1．主桁構造上の横桁は、主構造部材とSliding　Shoeで連結（床組は主構造とは独立に設計）

2．横桁は、ロールHを使用

3．縦桁連結部および主構造との連結部のウェブ（せん断力の大きい箇所）には垂直補剛材で補剛

4．中間横桁は床板と接する
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部位　： 床桁及び縦桁

海外事例

、
、 D「

5E【瓢”めs．c564c5沸

”F日｛sImP＆5阻歯脚1 vαπF剛18貫4翼V4

　　y4胃φ匡8■旧．D〔D　sTUD5

㎝F胤し9置4翼，！4 e12鱒C．C．偶耐51匪5⊃

o o ◎ o 「旧」55｛1門賂旺｛”1肛D
7！8”φH．5．凹しTS

b■C．C．5しO賀ED　K期【5
一　　一　　一　　｝　　曹　　　一　　一　　一　　一　　一

，＿謎
し㌧6F801！2

し
i

＼＿陶V胱9創日王D

　F旧5飢5ml眠｛R54』7！8鮪，H．5．剛5

14冨4冨vz

† 門一州箔置m　購ゆH　十
．一一＿一剛陶騨轄鵠4

Kこ13躍4～．以M，．〕

貸
　　　　　↓
7！15FIL匹 旧6翼2刃

蹴［＝

S　E　C　T　I　O　N

y4囎＝1．一〇鱒

0・0一

旺A闘 CO囲旺Cτ10N ＆ Fし00R　BηE　AK ．A1 P　I　E　R　1
瓢匡＝y4欄＝1『・0■

’
r
『

、一

1階一哩唖
　■

一
一
1 甑顕s」ザ1！㌍ き

い
1
一
識
浄
麟

4－7田堕H．s．臥TS
員τF旧．PL　U兀昌τ1αも

51！～騨 ＼
＼
一
7
！ 9℃H．S．風し路

αし▽

P　L　A呪

r肚一〔酬τlF
ロ〔慨臼丁欄～y4Fア、

ノ1遡邑411儲翼’

↓
2L54－4翼11～

冒27竃84
i 丁

“

｝

1“邸1励マ暖B
＼一匹1y1ら010

』r田既昌T　SτR覧鳩印

1。2，5＆ら 6

S　E　C　T　I　O髄 A・A

特　　徴

1．Pier1，Pier5 上での横桁への連結はウェブのみボルト結合、 縦リブは横桁下フランジと隅肉溶接

2．横桁への連結は、 ウェブ部分のみボルト結合

3．縦桁どうしの連結は、 10feet（約3m） の添接板により、 フランジどうしを片面せん断にて結合

4．縦桁ウェブの切欠きにR をつけてない（ 床版型枠のため）

5．縦桁にはロールH を使用
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部位 トラスの上下弦材及び腹材の断面形状

国内事例

　　　ヨ
上弦材

（イ）

　てコ　臼・置

　　b

一ゆ1

（R》

フランジ突出部ヒて

漣結する場合

100糧度
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一b”

㌧・1　／

　　　　　　　　　（二）

　　　　　　　　　’b

　　　　　　　　　　ロ
、、，、．　『　’1
ム
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i
，
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　　　　　　　　　　　　　π

☆声螺化‘堰則としで”万向とアる

ぜ：2φm以上1擁3mm

e≧溶槻イズ†2mm

格点部

σ

o b

　　　　　　　『
　　　　　　　ド　　　　　　　F　　1

　　　　　　　■
　　　　　　　■
　　　　　　　一

一
〇

腹材 　　　　　　b＝bo十2

海外事例との比較

海外事例の格部材断面と比較すると、かど継手部の形状が異なっている

　これは、下記に示した様に、格点部の構造の違いに起因していると思われる

　　　　国内の場合は、ウェブが格点とセットを兼用しているため（上図”格点部”参照の事）

　　　　海外事例の様にウェブプレートの上面にフランジプレートをのせる構造では格点がセット

　　　　の兼用が不可能となる。

　　　　海外事例の格点部は、格点ガセットを別途設けているため、逆にフランジなどでウェブ面

　　　　に凹凸がじきない方力文都合が良いわけである
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部位　　　主構造（トラス端支点部上弦材側）

海外事例
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　　L各部材の連結は、格点ガセットで、形鋼（L4x4x5／8）を介してボルト結合されている

　　2．格点ガセット縁端部は形鋼（L31／2x31／2x3／8）をボルト止めして、補剛している

　　　　．鰹旧丁0（2ガ竺ットズレート補剛に関する規定

　“｛b　PL9ハ6冨1ン11～
’
L
幽
鯉 、墜噌　　　　51！4・
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”ガセットプレートの自由端の長さが、その板厚の11，000／Fr倍の値を越えるならば

その端部を補剛しなければならない”

Fr；降伏点　A36～36，000Psi→58倍，八588～50，000Psi→49倍
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部位　： 主構造（ トラス端支点部 上弦材側）

国内事例
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海外事例との比較

端柱に直接床桁を連結している

トが1玄材のウェブを兼ねており、海外事例に比べて溶接構造が多用されている1．格点ガセッ

2．国内事例の場合、
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部位　：主構造（トラス端支点部下弦材側）

国内事例
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国内では、ソールプレートを介して、ピン支承と連結するのが…般的
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部位 トラス中間支点上支承

国内事例
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海外事例との比較
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部位 支承（配置）

海外事例

②
置’＝一磯い、｝
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　　’、猟1』

　　、㊦

　　　　　D一多一…’
　　　i　．1響
一，當　　　　　　　　1

覧㎜…d

◎一

Pl P3

⑤

P8

←F・

陪

支点励（常時）

P2　213ton

p3　　　1513　ton

P4　　　1513　ton

P5　264ton

特　　徴

　　F＋E＋F，E＋F＋E＋E＋E　という配置

　　P4（E）は欠円形のローラー支承，その他のEは非対称欠円形のローラー支承（ロッカーなし）

1．

2．
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～』●H【見【s　ro醐

ヤしノコじのロてゆはて

踏蜘

部位　：　支承（ローラー支承）

海外事例
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特　　徴

　1．上沓，底板は鋳鉄ではなく、プレートを完全溶け込みで、溶接

　2．P4のローラーには合金鉄を使用

　3．底板に突起、ローラーに溝力対けられており側方移動を拘束している

　4．P4のローラーにはロッキングバーが装着　→　橋軸方向移動量を制限

　5．アンカーポルト孔は、架設終了後、一溶融亜鉛を充填
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　1．マウラージョイント採用

　2．床版コンクリートとはスタッドジベルで結合

　3．橋台後打ちコンクリートとスタッドジベルで結合、又橋台本体には箱抜きを施し、アンカー

　　　ボルトで結合

　4．伸縮装置と橋梁横桁とはボルトで結合
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タ星、 勤面構．到βびり．7鰍苧

　　2・’産Fr酌ネ糞級’訟∫t二糞（掌墨， 酵ノ

　1。B　L　UE　STONE　R　I　VER　B　R　I　DGE　上弦材

〕4－U5　L・570／」》ζ！イ～∂房ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副増125％断面積

Gr。5s48．25in2（鋤Z／‘の　　LoadG「oup一皿

Net3α69・2　遍郷571K’ps（259t・n）
　　　‘256，6錨　　　　　　 ’542Kips（『246t・n）

ミ

m　　喚（胸・♪
　　　　　　　　　5

　〃
％
（’露6リ

ヌ∫ノ

〕
鴨
島
5
、

例L　ひ帽
　　　1ヂ‘

r雷7。78　inch

K＝1．O

KL／r富57

　　　　　　　　　　　　　（弼2，‘ノ

AU側ableUnitStress　　33．8K．S．【　　　Actua口56K．S．1
　　　　　　　　　　　　（　2376　㎏／uの　　　　　　　（10σ7　kg／cの
　A588Stee1　　25．3K．S．【　　　　11．2K．S．1
　　　1　　　　　　　　　　　　（一1779㎏／d）　　　（一787』9／cの

触iaユTensi・n27000Psi×1．25富2373㎏／雌

C・mpressi・nl23580－1・03（KL／r）21×1．25－1778kg／d

　　ここに　K：effectivelengthfactor

　　　　　L＝ActualUnbracedLeo8th

死荷重による断面力　31　Ki肉　σt＝＋0．84　K．S．1（59．1　㎏／d）
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箪位質： Sh5〔1

〔mm）

　〔53ヨ〕

U4－U5
　断面番号

　断面力

　　　軸力

　座屈長

　断面

1 咽b　l

1

〔 1ヨ〕

口

〔 旧〕 1
、 1
ノ

一

「
， 一

｝

1 r 13〕

〔 嘱5）

1

面内

材質

斗＊＊u4一〕5＊斗・坤

1445〕

一246．O　t

LZ　＝　　1128．O

S再50

㎝

断面積
（c㎡）

宣録断面毒号：　！

面内座屈長二［1柁8，ωom

面外座屈長：［1枢巳．O］αn

面外　LY富

　　面内1
　　　（c㎡）

1128．0　㎝

　　　面外1
　　　　（c㎡）

1－TOP　陀
1－SmE陀
1－SIDE田
1－BOTT田

445宰
533累
533＊
445象

13
19
19
13

57．85
101．27
101．27
57，85

39115．
23975．

23975．
39115．

9546．
54538．

54538．

9546，

面内E＝　0．000　（口）　　A；　　318．24　　126179．　　　128169．
面外E露　0，000　（㎝）　　　　　　　　　　　　　0，　　　　　　0．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iZ　＝　 126179．　［Y　＝　 128169．
　　　　　　　　　　　　　　　　相乗二次モーメント　IJ・　186939．

　　断面二次半径　　　RZ＝　19，912　（㎝）　　　RY・　20，068　（㎝）
　　細長比　　　　LZ！RZ＝　56．649　　　　LY／RY＝　56．208

許容応力度　　　　／ヌρヴ3‘劣ヅリ

　　　　　　　〆
　6　ca　冨　（　　1359，）寧（　　1878，）／（　　1900，）　＝　　　1343．　kg／cm2

　　　　　　　　　　　∫
応力度　　　催副多ノ　附xl・塔＝μ堆御

　6「　　　＝　　　　一773　　　kg〆㎝2
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U4－U5
　断面番号

　断面力

　　　軸力

　座屈長

　断面

1

　　　259．O　t　『

面内　LZ冒　1128，0　㎝　　 面外　LY二　1128，0　㎝

材質　SM50　　　　　断面積　　　面内　1　　　　面外　1
　　　　　　　　　　（C㎡）　　　　　（C㎡）　　　　　（C㎡）

1　－　TOP　　陀　　　　　 445
1　－　SIDE　田　　　　 533
1　－　SIDE　陀　　　　　533

1　－　BOTT　陀　　　　　445

13　　　　　　57．85　　　　　39115。
19　　　　　101，27　　　　　23975．
19　　　　　 101，27　　　　　23975．
13　　　　　　57．85　　　　　39115．

9546．
54538，

54538，

9546．

面内E冨　0．000　（㎝、）　　A冒　－318．24　　126179，　　　128169・
面外Eユ　0．000　（伍）　　　　　　　　　　　　0，　　　　　0、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IZ　冨　　126179．　IY　；　　128169．
　　　　　　　　　　　　　　　　　相乗二次モーメント　IJ＝　186939・

　　断面二次半径　　　RZ昌　19，912　（㎝）　　　Rγ＝　20、068　（c皿）
　　細長比　　　　LZ！RZ冒　56．649　　　　LY／RY軍　56・208

許容応力度

　σta＝　1900．k61㎝2　1勉メ1・ZP257」「％噌Z

応力度

　6　　＝　　814．　kg！㎝2

　ホ・嚇し妙マン伽レ！・よ旋守員断礪ワ鰯〆

　　『＝81尋メ論6・1・65輪・

　　　　　　　　　　　　　　一

一
●
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2。B　L　U　E　S　TO　N　E　R　I　V　E　R　B　R　I　D　G　E　上弦材

U5一〕6Lり7・1プ貿／！・Z8つ

断面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　割増125％
Gross　53　inzβ引19ぢ酬こ〉　　　　　　　　Load　Group一皿

Net－z頚乏一1－i閑（478㎞》
／2‘』　「

　　　　　　　　　副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　78’　r＝7．6正nch
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【22．zり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k謂1．O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kL／r雷58

　　　　　　　　　　唖’‡雪

Allo■abieU髄itStress　　33．8K．S．1　　　　Actual26K．SJ
　　　　　　　　　　　　　　（2376㎏／αi）　　　（1828㎏／d）
　　A588　Steel

　　　　1

　師a1Teロsion27000　Psi×1．25冨2373㎏／c雌

死荷重による断面力　396　Kips　σt＝＋9．．8　K．S。1　（689　h8／cの
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材質ISN50
童位　　〔mm〕

，語I
1

し 1ヨ」

1

〔 22〕

一

1
冒 一 一

1

1 〔 1ヨ、

〔 43B〕

＊＊＊u5－u6斗：オ・：4「

　r4ヨB〕

登垂継斤面番号：　2

面内座屈長：臼柁8．O］c師1

面外座屈長：目12日．O〕cm

U5－U6
　断面番号　　　　2

　断面力

　　軸力　　　　　＝　478．O　t

座屈長　面内’しZ・・128，』　面外Lγ．1128．

断面　　櫨SH5・　　断面積　面内1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（c㎡2）　　　　　〔c㎡）

羅蝶i擁1きil講
麟1＝lll81溜　＾冨348・4・・325・9．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iz・　132519．IY＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　相乗二次モーメント　IJ、

　　　艦次半径LZ紘1藩（㎝）Lγ，匙二1搬

許容応力度

　　6ta＝1go・・k呂／㎝2　1r・・刈，z‘＝zう7凶ん酬乙

応力度

　　6　＝　1372．kg1㎝2

　　　　　ホー’哨し館マ｝寸一1ω・よ5噸断研責8・、。3。助～

　　　　　σ’＝／37zメ＿靴
　　　　　　　　　　　辮、4冒β。，ρF／78！μ％乙

，0　㎝

　面外　1
　〔c㎡）

　9103．
　62078．
　62078。
　9103．

142362，

　　　0．

142362．
197573、

（㎝）
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　3。BLUE　STONE　RIVER　BRIDGE　斜材

　　　　　　　斜材L4－U5L－49。071∫ど．〆・4，タ働ノ

断面積　！～2彊ど♂’　　　　　L・adGr・up－l
Gross　34．81　in2　　　　　　　　　　　　700　Kips（317．52　tonl

Net　26．37in霧塁r
　　　　　　　　　　　ひ
　　　　　イ伽矧聾　％画r＝3．51inch

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駈　　k留1．0
　　　　　　　　　　　　　奪．
　　　　　　　　　　　　　塾　　（γ9／kL／r－172

　　　　　　　　　　　　　　　一」

　　　　　　　　　　　　　　　　　（∂5∫，‘ノ

昌H。榊alleUnitSt『ess　27K．S．1　　＾ctual26．5K．S．l

　　A588　Steel　　　（1898kg／d）　　（1863㎏／cd）

　　死荷重による断面力　　495　罵ips

　　　　　　　　　σt＝＋18．8k．S．1　（1322㎏／c一）
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＊＋二＊　断面力　　＊＊＊

材質：Sh50

単位　　lmm〕

〔ヨ56）

「 48こ11

1
レ

1
〔　2ql

1 〔　1ヨ〕

一　　　　一

一
一　　　　一　　　　曹 曹

1

1
，

1

登鐸断面番号　：　3

面内座屈長＝目唱日．O］cm

面外座屈長：［桐ヨB．o］αn

L4－U5
　断面番号

　断面力

　　　軸力

座屈長

断面

3

317、5　t

面内　LZ・　1496，0　㎝

材質　SM50　　断面積
　　　　　　　　（c㎡）

面外　LY

面内　1
（c㎡）

1496，0　㎝

面外　［
（c㎡）

1二塁 ll濫ll　、ll：龍 、8。41： g躍：

A＝　　　227．43　1Z冒　　18055，　IY＝　　99002．

断面二次半径
細長比

許容応力度

　6ta昌

　RZ　　　　 8．910　　（c咀）　　　　　RY
LZ／RZ　　　167．902　　　　　　　 LY！RY

1900．　　kg／㎝2

20．864　　（cm）
71，702

応力度

　6 　1396、．kg／㎝2

ホ・，レト多し酔5好貴断面積卿抽z

o3β76パ2η・45　、！83‘’％二・
　　　　　227一弼一鼻，ヂ3
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材質：＄悶o

単位　　　〔mrω

　・僅

斗＊＊　断面力 ＊串水

〔 48ヨ、

〔　351

l
I
i
』
　
〔
　
1
4
〕

一一　　　一 ，　　　　一　　　　，

I
i
体
1

登鋸断面番号＝　4

面内座屈長二口紛2，ωorrI

面外座屈長：［1102，0］cm

U5－L5
　断面番号

　断面力

　　　軸力

　座屈長

　断面

4

一296．2　t

面内　LZ＝　1102，0　㎝

材質　SM50　　断面積・
　　　　　　　　（cぜ）

面外　LY

面内1（c㎡）

1102．0　㎝

面外1（c㎡）

1一　　　陀　　　　　433　　　　14　　　　　60．62

2一　　　田　　　　　457　　　　25　　　　 228．50
　10，
39768．

　9471．
119947，

A＝　　　289．12　1Z冨　　39778，　IY＝　129418．

　　断面二次半径　　RZ　　11、730　〔㎝）
　　細長比　　　　LZ！RZ　　93．950

許容応力度

　6　ca　＝　（　　　868．）窄（　　1900，）／（　　1900，）

応力度

　6　　＝　一1024，　kg／㎝2

　RY
LY／RY

21，157　　（㎝）
52．086

868，kg1㎝2

ρη畔z・一〆7鯵庭吻

危減ρ■ズ望く

踊が詰断赫錬う・

一65一



　4．B　L　U　E　S　T　ON　E　R　I　V　E　R　B　R　l　D　G　E　垂直材

　　　　　　　　　　垂直材　　U5－L5L＝36．1671■

断面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　o　a　d　G　r　o　u　p－l

Gross　45。55　in2　　　　　　　　　　　－653　Kips　←296．2

　　　　　　　　　　　　　　L＿β．一」

　　　　　　　　　　　　　　　　　（付7z辺

　直Ilo■ab畳e　Unit　Stres3　14．5　　k．S．1　　　　　　　　　　　Actual　　14．3　　k．S．I

　　　A588　Stee1　（1019㎏／c面）　　　　（1005kg／d）

C。mp『essi。nl2358。一1．。3（KL／rl21冨14479P．S．【

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1018㎏／d）

　　死荷重による断面カー488　附ps

　　　　　　　σt2＋10．71　K．S．1　（753　㎏／c岨）

to臨1
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2．　　2 日本と米国の疲労基準の違いに伴なう

トラス格点部継手構造形式の比較検討

1．　検言寸概要

　　　　　事例研究でも報告したように、米国のトラス格点部継手構造形式は、弦材を完全

　　　　に溶接集成し、その腹板の両側からガセットプレートを当て、リベットもしくは高カ

　　　　ボルトで腹材と弦材を連結する形式（添接ガセット形式）が・般的に多くみられる5

　　　　　一方国内のものをみてみると、ガセットプレー1・は工場グルーブ溶接であらか

　　　　じめ弦材の腹板に一体として溶接され、弦材のウェブも兼ねる構造が般的となっ

　　　　ている。

　　　　　このように連結方法として、米国の場合はボルト等による機械継手を、国内の場合

　　　　は溶接継手を…般的に用いる傾向が見られる。

　　　　　本検討はこのようなトラス格点部継手構造形式の違いが、両国の疲労基準の差に

　　　　起因しているのではないかという発想から、検討比較を行なったものである。

2．検討対象格点
　　　　　事例研究で示したしBLUE　STONE　RIVER　BRIDGεの上弦材、格点U4及びU5に着目

　　　　する。

3．　適用基準
　　　　　AASHTO（13t　h　EDITIOド）

　　　　　トラス格点構造設計指針（本州四国連絡橋公団　昭和55年6月〉

　　　　　道路橋示方書・同解説（口本道路協会　昭和55年2月）
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1
①
oo

8

4日本と米国の格点構造比較一覧表
（）内数値は各基準関連項目を示す

　　　比較項目

事例及び基準

1． 格点部構造詳細 2　　迎結方法
　格点　ガセット
3．

　板厚の考え方

4．フィレット部の応力

集中に対する考え方

5．ガセットプレートの自由

縁の補剛に対する考え方

海外事例 1ず1 『敷糊7
・弦材を完全に溶接集成し ・最大応力が生じる最も

弱い危険な断面で、せん断

〃鋭角の切断線は避けられ

る事が望ましい〃と規定。

　ガセットプレートの自由

縁の長さが、その板厚の
（対象橋梁

；BLUE　STONE
　RIVE母BRIDGE

適川基準

；AASilTO）

　　　　　　ミチー1

聾賦・蝋鞭
　　　一

、
粟
．
！噛吃

　し，

ノ
1

その腹板の両側からガセッ

トをあて・リベットもしく

は高カボルトで、腹材と弦

材を連結する。
（添接ガセット形式）

カ、圧縮力、引張力及び曲

げモーメントに十分抵抗で

きるような厚板とする。

（10．16．11．1）

　添接ガセット形式では

フィレット部がないため

応力集中を生じる事がない

（10．16，11．2）

11，000／　Fy倍の値

を超えるならば、その端部

を補剛しなければならない

と規定
　　’
　　8　　　　　　　　　　　　　』

　　　　　　藷、
　　　　　、　　　　　　　　　一　、

　　　．グ　　　、

ノ嘱燕§
　　　　！■由π咽隔．，ノ

～一～　一

””一”

一
，
　
勘距毎

　　　．・■I　yじ

　　　ll’3轡
　　　”絢一”

又横組部材と主構を結ぶ

ガセットプレートは、形鋼

を介して、B　o　l　tにより

連結される。

　Fy；降伏点

A36～36000Psi→58倍

A588～50000Psi→59倍

（10．16．11．3）

（10．16．11．1）

国内事例

1『鷲r、
、＼1

』
A

ガセットプレートは工場 ・道示　（10．3．2） ・道示　（10．3．2） 本四基準（トラス格点構造

（適用基準 グループ溶接であらかじめ 最少板厚を9皿mとし、添 一体構造形式の場合フィレ 設計指針）

；道路橋示方書 ’
！

弦材の腹板に一体として溶 接ガセット形式のみ板厚

算定式を規定

ット半径は弦材または端柱

のウェブ高の1／5と規定

ガッセットの自由長

2がh60×t（t：ガ本四基準）
嘱、，｛㌧’il 『

1

接され、弦材のウエブも兼

ねる構造が一般的。 本四基準（トラス格点構造 本四基準（トラス格点構造 ッセット板厚）の場合自由

　　　ヒ
調＝謡、

り

二豊一＝ 設計指針） 設計指針）

諾
主構下フランジと横構ガ 辺をリブの付いた柱として

口
1

道示と同様の規定、ただし

疲労については別途照査

B　　　　　　Lム

B－B

セットは、左図B－Bの様

に一枚板から形成する構造

最少板厚を11且罵とし

添接ガセット形式及び、一

2／rが60程度に入るよ

うなリブで補強しなければ

（溶接構造） 体構造形式の両方について ならないと規定。
，

、＿P’、

板厚算定式を規定 国内の鋼材について

AAS　HTOの規定を適用

すると下記の様になる。

SS41～2400kg／c㎡→60倍

SM56Y～3600kg／c㎡一49倍

●
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4．　1 格点部構造詳細
孚毎夕玉； 対象橋梁

～BLUE STONE RIVER
　　　　適用基準
BRIDGE　～AAS“TO

国rメヨ； 適用基準
・、道示 ’
，
本四基準（ トラス格点構造設計指針）

一印、

11ロ・P頓D　Dl醐｛1rP．》

d　l娼学1ρ9に

　離甜磁》
y夢5風匹“”」

蓬f早 ’　　　＿

一　　　町響

凶
フィセ乳」）部

【唄

懸鵬ピく
F脈10Pし皿臓直L　B陥CI圃る、5巳【P・P・ロ紐ノ ＼

　
　
一

〃

4’　　　、

u曙 L4“星珊
「c

1！2nL段
一

県 専　　『
ギ8

1器馨鵠。協
》 z旧邸y4撃． フランジ折り曲げ点

1

聖 ？ 　舎F一

＿　　＿　＿　　，

、馳

　　　　　　　　　　国内の場合、

腹板と一体とした構造が一般的であるのに対し、海外事例の場合

一　　　一

薙1
睡旨

L∫w．コ1“，⊃網

V2㎎マ【．

L》1／7匿，、π・M巳
　日』梶1　“

Iw1－65718㎝4
Aw1＝160㎝2

』芭一匹

し。

14－4Ey8

　一駅’■1。を11賃［騨㎜’》．．

酬フ　　u～　　　6　　　隅

1器譜ノ器6、，．

Iw2＝105625㎝4
Aw2＝243面‘

　　　一．一＿謹

格点構造形式としては、 ガセットプレートを弦材の

晒

1’

σ 頃　　　　　四 010 田1『切　　3　械一r一一偏1 は、腹板の両側から、 ガセットプレートを高力ボルトによって結
“ 口　　　　　L，

　　　　L4｝
ー
．
　
　
　
　
島

　　　　　　口

～o・”y8・

～1野知噸1．。

　　　　　　　し●

，＿四．＿＿上搬瀞
19　、

、llO

　　　し1｝　m　　l6　鵬
　　Llz
ll

　　　　　　　1■F酬田0”，“艦510’rr

合した構造となっている。

OP． 「阻皿

1”0『r　旧”　　吐
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4．2　格点部連結方法
海外；対象橋梁　　　　　　遥用基準
　　　　　　～BLUE　STONE　RIVER　BRIDGE　　　～AASHTO

　　　　　　　　　’国内；　適用基準
　　　　　　～猶示　，本四基準（ト ラス格点構造設計指針）

／『P1’し阻見

鉦’
讐

　　　　1騰蟹。…「魚
圃四1’＼　1一一　月興凡 「B

’K＼

A－A　　　　　　　　　　　　　　　　　B－8

　　　　　　　　10

†Ar ）”

1。’袖騰一／

』

・懸1， － ！

ハンドホール〔内側のみ’玉
コ

’
躍
一
ヨ

． 1一副　　1 一溜順
　　　噂1　　　　　　　し釦6．54

織、＿．

L’8”晒　φ勿

　　　　》

　　　　　　　一騨一一

’
溶
隈
な

一
罷当議

■一4■y9

7／85田o既畦1．“．

　　　　皿ゆ1レh期’

←．． 騨1甑空　胤．

し‘D■■5！o

←，雪一

、劃

㌣一ツ→丁曽 ．⊥＿＿9

一
．
尉
　
　
■
　
1
　
『

コ
4－6　．

　　署

　＝
　●一

2識欝繍m

切・糟…

，1　1㈱蝋
1

’
L
B
．

10・3・2ガセットー　道　示一一

L＿
　15｛一民9’』h　l『

　（11部材をガセットに連結する高力ポルトまたはリペットの配置は，部材

　　の軸にできるかぎり対称とし，かつ部材とガセットとの接触面全体に行

　　きわたらせなけれぽならない。

海外事例との比較

　1．格点ガセットが弦材のウエブも兼ねており、海外事例に比べて、

　　　溶接構造が多用されている。

　2．国内の場合、端柱に直接床桁を溶接により、連結するのが一般的

　　　であるが、海外事例の場合、形鋼（L4×4×5／8）を介して

　　　ボル．ト結合されている。
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4．　3 格点ガセットプレート板厚の考え方
享毎外；　対象橋簗　　　　　　　適用基単　一
　　　　　　～BLUE　STONE　RIVER　BRIDGE　　　一一AASllTO

10・16・1もGusset　Phにs　　－AASHTO　一

10．16。1LI　Gusset・rc・nnecti・np亘atesprefcrably

shaH　be　used　for　connecting　main　members，except

when　the　members　are　pin－connected．The　fasteners

connecting　each　membershall　be　symmetrical　with　the

axis　of　the　member，so　far　as　pmcticable，and　the　full

development　of　the　elements　of　the　member　shal且be

given　consideration．The　gusset　plates　shall　be　of　am・

Plethicknesst・resistshear・dire虞stress・andflcxure，

a亜吾殖匝亜璽6tcdt璽1遜唖㎡亜imじ血
streSS．

　AA　S　HTOでは、“最大応力が生じる最も弱い危険な断面でせん断力、

圧縮力、引張力、及び曲げモーメントに十分抵抗出来るような板厚とする“

と規定しており、国内基準のような、具体的な最少板厚、板厚算定式等は

規定されていない。又、BLUE　STONE　RIVER　BRIDGEの、上弦材側格点U4

のガセットプレート板厚（1／2”一12．7厩颯）を国内基準で規定すると

本四基準でt＝13．1■臥道示でt＝12猶殿という結果を得た。

国P勺； 適用基準
～道示　，本四基準（トラス格点構造設計指針）

1
、
位
，
ユ

辺、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　道示…
（2）主トラス格点において，弦材のウェブに重ねてガセットをあてる構造

　で，かつ部材両面にガセットを使用する場合は，ガセットの板厚は鋼材

　の種類にかかわらず式（10，3．1）により算出した値を標準とするb

　　　オニ20×丑……1一＿＿9＿＿＿＿＿＿．．＿＿＿一＿＿（10．3．1）

　　　　　　δ
　　ここに，　　　￥

（31

（41

　　ε：ガセットの板厚（m皿）

　　P＝そのガセットで連結される端住または腹材に作用する最大部

　　　材力（孟）
　　6：そのガセットで連結される端柱または腹材のガセット面に接

　　　する部分の幅（m皿）

ガセットと弦材または端柱のウヱブとを一体とする構造では，ガセッ

ト板厚はウェブより薄くしてはならず，また式（10．3．1）で算出した値1

以上としなけれぽならない。この場合，フィレット半径7ノはガセットと

一体となる弦材または端柱のウェブの高さhの1／5以上としなければな

らない（図一10．3．1参照）。

ガセットの最小板厚は9m皿とする。

　　　　　　　　　　　　Z
　　　　　　　　、　￥　　　　　，ノ　，
　　　　　　　二）些墾フィレツト轡

　　　　　一ゐ

　　　　　　　図一m．3．1　フィレット
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海タ雫 対象橋梁　　　　　　　　　　適用基準
～BLUE　STONE　RI　VER　BRI　DGE　　　～八ASHTO

　BLUE　STONE　RIVER　BRIDOEの格点ガセットプレートを国内基準で・

規定した場合、ガセットプレートの板厚は下記のようになる。

　1．対象とする格点位置～上弦材側格点　U4

　　　　　　　　　（”4．1　格点部構造詳細”参照の事）

2．格点　U4に発生する各部材の軸力

　　1）上弦材～u3－U4；一686K　i　p　s（一311t）

　　　　　，　U4－U5；一542kips（一246t）

　　2）斜　材～L3－U4；一469K　i　p　s（一213t）

　　3）垂直材　L4－U4；一480K　i　p　s（一218t）

3．　腹材力を伝達するに必要とする板厚

・一511器×（券器㌧8、13鼠1，）

　＝1．31cm

・一611器×（か11：ll5×33，13＆⇒

＝1．21cm

　　　　　　　　　　　　treqニ1．3　1cm

国内 適用基準
～道示　， 本四基準（トラス格点構造設計指針）

2・1　ガセ7トプレートの板厚 ・一本四基準一
｛11ガセ，トプレートの板厚は，2。2に親定する算定式によって算出された値以上かつ1：翼以上とする。

②　ガセ7トプレートの板厚は，前項を満足するほかに

a）添壕ガセット形式格点では，2，3で規定する算定式により算出された値以上とする．

b）一鵜彫式格点では・z硬腱する式により合薦力の照査をしなくてはならな％

2・2　腹材力を伝遷するに必要とする板厚（添接ガセ7卜形式および一体撫造形式》

　巌ガ灼卜桝および一燭彫式の両彩異におりて・

レ「．卜唖梶は義藍2。募≧髪繭足しなく∫はならない。　＿

　　　　p［x109　1　　　’一　　1
　‘≧6．．砺（享＋7rが＋凄）

　　8：ガセ7トの厚さ（廉）

　ハ：腹材軸力（t）

　6・；ガセ7卜有効幅（c■）

　　’プ＋喫．
　ふ：轟階魂㊨）

　　4：ボルト群の長さ（翻）

　’冒：

　イ冒：腹材断面積（d）

　σ・：ガセ7ト材の引張詐容応力度（㎏吃の

なお・一格点に多数の腹材が連結する場合は．

ならない。

‘
部
材 の両面にガセ7トプレートを使用する場合には，ガセ7トプ

トラス面内についての腹材の断面2次モーメント（㎝．）

各々の腹材に対して板厚を算定し

（2．1）

『てい』一凧門

　　　図2．1

そのうち最大となる板厚を用いなくては



1
く
ω
1

　　　　　　　　　　　　　　1字毎タ雫；　対象橋棄　　　　　　適用基準…
　　　　　　　　　　～B些UEβTO胆RIVERBRIDGE　～AASHTO

　　　　　　　　　　　　　一　　　　’

国内；　適用基準
　　　　　　　　　　～道示　，本四基準（トラス格点構造設計指針）

4，弦材軸方向のせん断力を伝達するのに必要とする板厚

　　　　　　　　3　×　1　03　　　　　　　3　1　1　－2　4　6

　　　　　　　　　　　　　　×

2．5　弦材軸方向のせん断力を伝達するに必要とする板厚（添捜ガセ7卜形式》

添接ガセ7ト形式格点のガセフトプレr卜板厚は，式（2．1）を滴足する砥かに，式（2．2）を茜足しなくてはならない。

　　‘≧3x103ΣP・xcosθ・＿3x1伊lp聖一P“
　　　　　4　　　　8　・τ．　　　　　4　　　　8・r．

　　　8：ガセ7牌さ（倒）　　　　　　　　　P艮〉o
　　P，1腹材軸捌　　　　　　　　　＼

　　Pいへ：．弦材軸力181（図示の方向を正とする）

　　　θに　弦材と腹材のなす角度

／P2＞O

e～

（2．2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e1
隔：一格点に粟まる腹材の数 餐》藪
β：ガセ7卜幅（㎝）

τ・：　ガセ7卜材の許容せん断応力度（鮒）　　　　Pし P臼

　　treq＝

5．

6．

B

　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　1　5　8　×　1　1　0　0

　　　＝0．28c皿

本四基準によって規定されるガセットプーレート板厚

　　tニ13．1爾m

道示によって規定されるガセットプーレート板厚

　　　　　　　　　213

一
　
　
　
　
図 2．2

2・4　合成応力に対する検討（一は撫造形式》

弦替の腹摂とガセ7トを一体とする構造で，かっ部材両面にガセ7トを用いる場合，その各々のガセ7トの帳厚は，式

（2．1）により求め，次式（2，3）により合応力を照査するものとする。

　　疎≦L2砺　　　　　ら》・　α　　匹》。
　　　　　　　　　　　　一…（2．3）

　　　　εP－co5θ蚤XIO3
e2treq＝20×

　　　　　　　　　356

　　　　　　　　　218

treq＝20×

τ－　　2．8．‘　　　　　　　　　　e監

　　IprPdx1伊
冒

　、　　　　　　　　　　　　　ノ
　、　　　　　　　　　　，

・　、　　　〈ノ　！
＼
》
ノ　　　　・、！

　　　　B
Pし

P貸

　　　　　　　　　　　　　＝12．OI口

　　　　　　　　　　　　　＝10．7爾爾

　　　　　　　　406

t＝12．0囎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

『
図 2．5

　表21励集皇率

　　　2・8・‘

　　P魔XlO3
σ・＝一（P罵＞凡としたとき）
　　4十為
イ・：弦材総断面積（■）

イG：．ガセ7トの断面積（d）

PB，P』＝‘弦材軸加l

　Pi：腹材軸力〔‘1（図示の方向を正とする．）

　　補間で求醐る。

プラ7卜格点 ワーレン絡点’

40 あ ¢o 垂

300 2．0 600 1．8
あ：図2・3に示す両腹材間の角度α。およびトラス形式により表

　　乳1に示す値とする・なお・中間の角屋の場含には，直線
450 1．8 goo 1．6

600 1．6 1200 1．4
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4．4フィレット部の応力集中に対する考え方
　　　　　　　一
享毎外；　対象橋梁　　　　　　　　　適用基準

　　　　　　　～BLU旦STONERIVERBRIDGE　～AASHTO
国内；　適用基準
　　　　　　　～道示　，本四基準（トラス格点構造設計指針）

　10．16．11．2　Re・entrant　cuts，except　curves　made
f・rapPearance，sha1置beav・idedasfaraspracticable．

AA　S　HTOでは、フイッレット部の応力集中に対して”鋭角の切断線

は、避けられることが望ましい”として規定している。

　又、BLUE　STONE　RIVER　BRIDGEの場合は添接ガセット形式であるため

フイッレット部の応力集中という意味では、基準に従った構造となっている。

こ　フィレット半径に対する規定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本四基準

一体構造形式格点において，ガセ7トプレートの両側端と弦材の交差する

フィレヲトの半径尺は・弦材高さDの1／5より小さくしてはならない。た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rだし，疲労に対しては別に考慮するものとする。

D

図5．1
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90,000 psi. Y.P. Min. 37 
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5．疲労基準の違いからくる
　　　　　　トラス格点部継手構造の違い

前項の“4．日本と米国の格点構造比較・・覧表”で両国の違いを示したが、

なかでも格点部連結方法では・米国はボルト継手構造、日本は溶接継手構造を多

用しているということがわかる。

これは両国の疲労基準において、各種継手構造の疲労に対する3鍍のランク付け

の違いが起因しているように思われる。

下記にン郵ルト継手構造と溶接継手構造の疲労に対する継手分類を示す。

（日本と米国の詳しい疲労基準の比較については、　‘脚　鋼橋の継手　第2章

疲労設計規程の比程”を参照の事）

1』

l
｝

1
「…一一…一』一P

l突き合せ溶接
1（非破壊検査
1を行なったも

L④

＿．＿

1行わない童）の

1λ＿
、一

1高力ボルト

瞬鰍
1
＿
＿
一
＿
一
一

‡

　　1

米国の場合、突き合わせ溶接継手の等級はBグレ

ており、非破壊検査を行えばBグレ

従って、米国の場合ボルト継手構造が多いのには、この非破壊検査を省略して製作工数

を低減する意図がみられる。

上記の疲労基準の相違を念頭において　BLUE　STONE　RIVER　BRIDG格点U5を対象に

して両基準で継手構造を規定したものを次頁2又降に示す。又、その結果をまとめたもの

が、表一・1である。

　　　　　　　　　　　1　　［　　　　　　　i
　直ASllTO（13th　EDITION1983）　1本四公団　上部構造設計基準解説l

　　　　　　　　　　　I　　　　　（昭和55年G月〉　1
　　　

ヨー・一　l　l　－　iI
等
級
分
類
1 基本疲労応力範囲1等級分類1聯疲労励範酬

　　　1－f漁ゴート門　　
　B　I（1266kg／c㎡）l　A　l1530kg／c帽
　　　　1　1　1　1　　　1
㎜u1

　　　　！　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

　　　　』1 k＆f－1雨本IAl151。kgl全㎡i

Bい一面〉臨5余ざ1稗灘㎡i
　　　」一＿．一一1．．l　　l

　　　　　　　　　　　　　ドとCグレニド4）2種類に分類され

　　　　　　　　　ドとなりボルト継手と同程度の構造となる。
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1．B　L　UE　S　TONE　R　I　V　ER　B　R　I　DGE　上弦材

断面積

Gros　s

Ne　t

48．25　in

36．69

ヤヤ

m　　　硬ミ（殉 ／5

3
吋
魅
り
㌧

U4－U5

L＝37’

　々拓
（夙oり

侶りL　・二朔・引
　　　　／9ゲ

砿’ノ

∠

　　　　　　　　　　　　　　　割増125％

　　　　　　　Load　Group一皿

露墨〉凱1：：1禦6t器1、

r冨7．78　inch

K＝1．O

KL／r＝57

　　　　　　　　　　　　　（48Z．6ノ

Al　lo榊able　Uni　t　Stress　　　　　　　　　3　3．8　　K．S．1　　　　　　　　　　　　　　Actual　　1　5．6　　K．S．1

　　　　　　　　　　　　（　2376　㎏／c㎡）　　　　　　　（1097　kg／c面）
　A588　Steel　　　　25．3　K．S．1　　　　　　　　11．2　K．S．I
　　　／　　　　　　　　　　　　（一1779　㎏／c㎡）　　　　　　　（一787　kg／c㎡）

Axial　Tension　27000Psi×1．25＝2373　㎏／c面

Compression｛23580－1．03　（KL／r）2｝×1．25＝一1778　kg／（面

　　ここに　K：effectivelengthfactor

　　　　　L；且ctua1UnbracedLength

死荷重による断面力　31　Kips　σt・＝＋0．84　K．S．1　（59．1　㎏／c樋）

一78一



2．B　L　UE　S　TONE　R　I　V　ER　B　R　I　DGE　上弦材

断面積

Gross　53　in2

Net　　　40．59 　in2

「
，i欝

（／z7ノ

グ『＼

凝ミζ甥，／
　　　　　　’

U5－U6

L＝37’

　’78
（22．23フ

一
，
7ノ
L毒塵」一『
　　　　19ヴ

　r　－

r！め

Load

1054

　　割増125％

Group一皿

Kips（478　ton》

r＝7．6inch

kニ1．O

kL／r－58

（48Z．8ノ

Allo囚able　Unit　Stress

　A588Steel
　　　i

Ax　ia　l　Tens　ion　　2　7　0　0　0

33．8　K．S．1

（2376kg／c㎡）
Actua1　　26　　K．S．1

　（1828　㎏／c㎡）

Psi×1．25＝2373kg／c疽

死荷重による断面力　396　Kips　σt＝＋9．8　K．S．1　　（689　kg／c樋）
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3．BLUEST。NERIVERBRIDGE潮

　　　　　　　　　　　L4－U5L＝49．071

断面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　o　a　d　G　r　o　u　p－I

l：！ss器：誌r・．　700K瑠（317●52㎞1
　　　　　　　　　　　◇
　　　　　　　　　　　愚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％d2ノノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r＝3．51　inch
　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　易‘　k＝1．0
　　　　　　　　　　　　　載　　　　（卿
　　　　　　　　　　　　罫違一　　　kL／r－1η

　　　　　　　　　　　　　　　　　／4ゆ
　　　　　　　　　　　　　　　　ζ55r，6ノ

　A　I　Iowable　Uni　t　Stress　　　　　　　　　2　7　　K．S．1　　　　　　　　　　　　　　　　Actua　l　　2　6．5　　K．S．I

　　A588　Stee1　　　　　（1898　kg／c㎡）　　　　　（1863　㎏／c㎡）

　　死荷重による断面力　　495　Kips

　　　　　　　　σt＝＋18．8　K．S．1　　（1322　㎏／磁）

●
．

＿80＿一



　4．B　L　UE　S　TONE　R　I　VER　B　R　I　DGE　垂直材

　　　　　　　　　垂直材　　U5－L5L冨36。1671’

断面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　o　a　d－G　r　o　u　p－I

Gross　45．55　in2　　　　　　　　　　　－653　Kips　（一296．2　tonl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r＝4．62　inch

　　　　　　　　　警　　　　　　　　　　　　k＝1．O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kL／r＝94

　　　　　　　　　　　　一．一」

　　　　　　　　　　　　　　　（4♂7z辺

AIlowableUnitStress14．5k．S．I　　　　　Actual14．3k．S．I

　　A588　Steel　（1019　㎏／c㎡）　　　　　　　（1005　kg／c面）

　Compression｛23580－1．03　（KL／r）2｝ニ14479　P．S．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1018kg／面）

　死荷重による断面カー488　Kips

　　　　　　σt一＋10．71K．S．1（753㎏／c面）

＼「

、
吋 ％伊

、 鳴
辱
、

‘触27ノ

へ 擁
竪

＼邑
（スヲ
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　　　表一…1

　　　U4－U5
　　　Lood　GrOUP

　　　　皿

　　　U5－U6

　　　L4－U5
　　　Lood　Group

　　　　I

　　　U5－L5
　　　LoodGroup

　　　　I

疲労基準の違いからくるトラス格点部継手構造の違い

適用基準

AASHTO

本四公団

AASHTO

本四公団

AASHTO

本四公団

AASHTO

四公団

作用応力π用応力

（活＋死）　　　（死）

＋15．6　　K．S．1　　＋0．84　　K．S．1

＋11．2　K．S．1

＋1097kg／c㎡＋59．1kg／c㎡

一787k蔓／c㎡

＋26．O　　K．S．1　　＋9．8　　　K．S．1

＋1828kg／c㎡＋689kg／c㎡

＋26・5．K・S・1＋18・8K・S・1

＋1863kg／c㎡＋1322kg／c㎡

一14．3K．S．1－10．71K．S．1

許容応力

＋33．8　　K．S．1

－25．3　　K．S．1

＋2376kg／c孟
一1779k蔓／c㎡

＋33．8　　K．S．1

＋2376kg／c㎡

＋　27．O　K．S．1

＋1898kg／c煮

一14．5　　K．S．1

応ヨ範蔀手種類

　　　　ボルト継手
14．76　K．S．1

　　　　溶接継手

　　　　溶接継手
1038㎏／c㎡『一

　　　　ボルト継手

　　　　ボルト継手
16．2　　K．S．1

　　　　溶接継手

　　　　溶接継手
1139kg／c㎡・
　　　　ボルト継手

　　　　ボルト継手
7．7　K．S．1

　　　　．擦彗継壬

　　　　溶接継541kg／c㎡1

152亟薩墨

　　　　　●

継手クレート

　B

　C

　A

　C

　B

　C

　会

　B
　『　F　　　　　　　　　　　1一　『

　C
　■　■

　会

　呈

　会

グレート 許容

18

13

153

105

1

1
153

105

1

1
153

150

1

1
153

150

許容応力範囲

18K．S．1

13K．S．1

1531kg／c㎡

1050kg／c述

　18K．S．1

　13K．S．1

1530kg／c㎡

105919／c㎡

　18K．S．1

　13K．S．1

1530k蔓／面

1503、kgイc重

　18K．S．1

　13K．SI

1530kg／

1502kg／

詔疲労基準から規定
される継手構造

ボルト継手

溶接・ボルト継手

ボルト継手

溶接・継手

ボルト・溶接継手

溶接・ボルト継手

ボルト溶離手

溶接・ボルト継手

　　　　一
注）応力の繰返し回数　2，000，000回
　A．D．T．T（1977）ニ10，400台／日
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I O. 30 x 28.9 e7 O 30 x 145 

V 60.31 ,$1 344t 
! = ~ii~1~ - l65lhJ WZ4x76 
c lOx/g5 ~ 

rlt43e5bolfs Fl'~l'on-lype cof,oecl'~,7' ss '8, 12'/ :~t~' 
C0.8/8. !~' * 7.5req ~. 

_ 5JdLe_ 5x/~'8x37ixi728 

gllec! ol caml7erered sldet,,all en f!rsl lalenor slr,hqef 

use 90% OL 
0.9 x 538x ,~,. 72y7 = /e5i'~/' ~pklt 

M = O./a5 x 27e/8 = 17# 
,$, = e68 -/7 = 35/'t 

I_ _ 35lx/2, _15/hll 
Wt4,1 68 c ~ ~,0 ~ ' 

(C) 

(d ) 

[e) 

[f ) 

[ g] 

,' fomenl 

= 72' 
= /5!__--

= 45 
2'6a 'l 

[h] 

.~tf~/;~i~t~ IF4;~" 

b07 X ZZ~ ' //, I .17, J 

3Z ~ 3z ~: 

~ ~ 

~~~f4~L ~ 
;1'( 32 , : 

4Li3/1!/z//o da 

~f~~.?T'~ ~,I] 

' Xi ･ d 7(// sl'd e 

/ z5 : i~~~~ +~:~~,~/'7~~=~~~'~~. a~1;~C j 

i~~~ rf4s'l'e (1"'11) 

~i/j 3 ~1jCl ! )~:k~;~'~3//a^l~lV t . 
l(a' 

Z7 / : a.Z5 p' 

/~' 3Z 3Zl~47 '~7,~e'/S. 

// 4c,･/O '(1~17 'Z;7~e~~:,/L; 

/~: 444'eL ;f"'JF' erS 4'd e~al"S o I f 
~~~crloltl 5 P'~~fr"bufl~'f Pf ZoatJ5 /' 3. I f / 

In the case of a-span with_concre.__t~rif~. or- supportedJ]~L4 or more 

steel stringers, the fraction of the wheel load shall no~ b.e~ess than: 

S or( S ) 
- where S * 6' ( 1.829m) or less. 
5.5 1.676 - ' 
S S where S is more than 6' (1.829m) 

4.0 + 0.25S Or 1.219 + 0.25S 

and less than 14' (4.267m). 
When S is 14' (4.267mj or more, use footnQte 2, ArtiGle 1.3.1(B)(l]. 

S-distance in feet (m) between outside and adjacent interior 

stringers. 

//. 7 i 

( 

~~~" ,~d~･f~~~ i~rp l~lt_y ~?,i83/~//e~a 

(zZ,z) 432sh/t ~i~C~:~ 7z psl (e~l' F'~~a" ) 

Fg T f~dC'~, bfoo ~Flc~ //~l7r/fi~rt 

14zz ~7eo/~:,~4;~s 

~) 
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CO 
OO 
I 

e 

g;LoEl?SauRC -LOulSvILLg RO~'O eRI06C 
OP !O - / 5 15 

I'vr.'RIOR rLOOl? BC4,,, 

/' 7' 7: 
h-L(1~ tO'c'c ' russes 4~1 ~ 

OL e･/ srringer L~ro x 27 + o. ,, x g = 3e_O/ [b) 
OL lat stringer t0.79-0.20, g7+0.//x5 = 16.51 tc' 
OL cfr strinqer 0.79x27 + O.1,x7 * 2g. ll 

Sdyk Lt ･ 0.085 x3 x ~'7 x 8_5llO - 8.41 
4101. neq. momenr 

= ,52 Ja.O X 4 OL 
'r~~~* 3~r Sd./ 8. 4 x 4 

5, 3 ~ _'/2J~!･~J4~/(~~~L~~~__i - LL 
I 030x74 

333 ~ 

LL pef lone 
3~,~t (e + 3e} !J/~r = 5/,3/ (o] 

LL 

LL 

LL 

5_ 71 to ell. strmger 5/_3 x '/? x 'lr = 
/o ht. strmper 5/.3 x '/a x alr ' 29.3' 

= 56.7.' ro c//: slrmger 5/.3 x slf 

,,lal, pes, momenr 

OL J8_O t,O-/4] t!6.5 (lO-/1 tll.05x'O = 8 
LL 3.7 [lO-,4, *29.3 Va-71 t/8.35 x 10 = 

77 I 0.30 X 257 = 342 'l 
! - 34gx,2 _ 305inJ W2'7xe4 
c ~ 30 ~ ~ 
Nef I = ~~e~9-0.490 (2'+ 6e] ~P = ~'790 m 

Nerl/c = g7~,a/13J5 = aae in.J 

E,VO rLOOP ac~,,,l 

LL pef lane '/a/ i3g x 28.25 + 3~, X /( ~,5t 8 x 0.~,51 

OL elL strl"qer 1.40 x 38, l'5 x /4. /~/2/ t O. l! X 2 

OL mt slr,nger [0,79-0.1'O) x 38.25x,4_12lg7+ O//x5 
OL ctr, strmger 0.79 x ~,8.25 x i4 121~,7 + o. // x f 

Sdtr' LL 0.085 XJ x 28.~,5,cl4.!2 x C=5 

g7 7_O 
hlal. neg. m0,7,enl 

OL g0.9 x 4 = 83.6 
Sdi// 4.6 x i = 18.4 
Lt 50_6 x '/eX l,g2 xlO =/~J.5 

I 0.30 x 72,.5 - 21 8 
~,47. 3 'l 

id I 

= 50. 61 Iel 

= 20.91 

= 9 2, 
= 1~, 5' 

. 46' 

,5,. ll 

J'clft ' 
Fle'r Fe'!'r e' ~~. 

.~:~~~lf~) 7'~l~ 7! 'l'/34 

(lLJ /~,~l('/~~'/e"~/~'~r/-~ 

J Ff"" ; z 3z 8 
.- ------~ - ~ ~ 

, ( J J 

,, 

//S 2p 

~~(~jrfr~r~ r~] 

b/ 2! 21 41 
~l 
T ~~I 

~l/~ ~ l 
~~~~1 ~~ I 

/ 

S13!( 

z 

I ,~"f/~ ~1T~ 

' ~~~~'Ic: b/~; _C_: ~Z~ g'~ 

' z'9, ooo ps " ;e o '(s 1 ( /~e ~~~~.･ ) 

f 

(e) 

l*"I cl;r e,~t 
5fh'J'/eF 5,)1.'1'aer Slr.'njer 

tl3 
e;'7'. Sff"'7fer ~ b ･ ,; 

~113 iJ/f. 5ff.,1'7,?r jp - ; 

Cfp. Sfr.".fer ~p . ~i/ 3 

/ / 4r 

. / 
7 

( if 
7 

(S* 7 
a zs 
d k$r 

7 

r 
7 

J~/3 
)~ z 

J' f/,3~ 

;' 
3 
7 

s 
7 

~sz, ~ 3Z ~ ~ 

z7 ' 

z 
, zS / 

f 

~~~~f~ 
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CO 
CO 
l 

~) 

j~~ ~/~D A=tC.S;7~ 

~;~:~~tl~ h ･ 3.ZSO~ 
;~~F~Fl~7f~~ g 20 (b.076") 

AoZ 

l, ZO 

: ~~/lhe~d. ~c//L . def~,/, pq,','f *~ ~~,~ z;( ~~'~Ft(Z;;43. 

~t'i,"'~ef C.a'7ecl,-a" ql'~k . f/cor i~a~'de/4,'/f~t""/ 

_~~~T zo/. 4~~~;~r~;~S . 
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O 
l 

ELOCl?S8uRc-LOulSvILLE RO~O aRIOCE OP,O - / 7,5 

rpuss tconllhued l 

S'kl'~'101' hve lood 

Load Pcr // on rruss P x 3 x 25.5/~O = 3.33P {a' 

2/e/ ( )( _ ) p= J0+3000 ~Z -,,~6 s/X38J=/75 ll 
3rC Ju ~ P P ~~~!: Pane/ loed 5 O. /75 x 27 = 4. f3' 

V $ 4. 72' x 3.5 ; 16.5' 

r~~!~f p= (j0+ ~2QQ)tl04) = 4Z6ps/ x 3 83 x 27 = 4.93' 

la9 ' 
V = e_9J x 6 x l/'e = !3.0' 

/ba / 3000 (!.04]=50.5psfxJ_aix 27 = 5.2tl 

rF~ p= (J0' ) !62' 
V= 5_gex5 x J/a = 9-e 

r~~! p = (J0+ JOOO) j'041= 5~' 3ps/X 3_8J x 27 = 5 60' 

V= 5.60x 4 x 5/'e = 7.0' 

rep chcrd 

uou' =0 
u, uJ =-l6.5x,?-4.72'xl=-28.3' 
y, uJ =-lC.5 x 4-4.7~'xC;-37.71 

aotrom chord 
Lo La = /6.5 x/ = +16.5' 

La L, = !6.5x3-4 72xJ =+J5.~r/ 

Olbgel'ols 

Lo u' = /65 J~; ; - 2j.4' 
u, Lg =13.0 1/~ = + !8.4* 
La u' = 9,1g V? = - 13.S~ 

uJ LJ = 7.0,/~ = + 9.;~ 

Verncals 

ua La a u~'L( =e:OX 3_83 x e7 =-62 
uo Lo = '/ex6Z =-3// 

17t//f = z,;e F7lp, 

_AA'/p / z.// C4) 5,dev"/;~ L'e'd,',,,fl 

._ 3(71F J~o r J~~-'v r ~ ( L jL di~' ) 

p; L.4d, psj (defsf~~~;CrJ.,4:~~~:) 

L I /e4ded /enf~t,fr 

W I U/;dtb of 5,'de'ua/;~,ft 

~ 
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cO 
~. 
l 

ELofRs3uR6 - L OulSvlL L E R011 O aRIOCC OP/O - / 815 

rl?uss (conn"ued l 

L Ire loads 

fracnon o/ Iane leod to rruss = [l9 + 5)1~'O = '.~' Ial 
O.Ce X /.3 = 0.76e x ~'7 = 20.71 

3 /_ ,?1 (b] ~'6 x /.3 = 

!8 x !_2 
.~. 

V= 30.7 x'J_5 t 3L2 x r/s = 7~_5+g73 99g 

I= 501[,e9 :' !35] = O. !59 

-~; v = ~:0.7xc x ~;~'s +3/,3x ~(, s 54.3 +33.4 = 77.7' 

I= 50/(!62',+ !2'5, = O.!74 

r~~ V= i'0,7x5 x~(a + 3!_2x5/c $ J8.8 +l9.5 = 5C31 

I= 50/(!35+ /2'5] = O.19~' 

r'~L~! 4 Iag/ , v = 30.7x4 x ~~,e + 3/,3x'/? = 35.9 t 15.C = 41.5' 

I=50/(/Oe+/~'5) J. 0.2!5 

/ rruck ~~~~~i~ !' 50/(~/ + '?5] : 0.~'43 V = 72' X !,g x f!.6712/C = 3e. fl tc) 

unllorm load over enf'~e ;pan: Is 501(3l6 + /g'5] = O.147 

lop chords 

Vou, =0 
U, uJ = 73.5xg -20.7x/ + g/.CxJ/~ x ~' = -15l' 
ul u! = 72,.5ri4 - 20 7x6 + 2/ 6 x '/a x 4 = -309' 

Battom chords 
Lo L? = 7~.5 x/+ g/.e x !/e x , = *9g' 

La t. = 72,-5xS-g0.7x J +~,/.C xs/a x 3 = + 196 

Ol ~gonals 

Lou' = 99.6J~ =-, 4~'1 
u, Le = 77.7j~ =+!lO' 

L u =5e.jJ7 :- 8 J ' eJ u. L1 = 4/5 J~ ::f 591 

Vert,cols 

uo Lo = J2+ J2 x /3/~7 = 47,4 x/.2 = -57' 

ue La = Jl+ 40 x ,3/27 = 5!.5 x/.2 = -C21 

1 '~T= ~ 4~ ~C 

6:z' r= 
L t/ZS 

~ 

(a' *~f'~-1~~ i~1'~ -* . ~ 

e~" rp~Lj!~c ~ade -=/c/ ~i~p; /o'p/= 

_ l'a"I! L'pad ,~L ~~~;f5 . 

(b) a,If 

･~ -

~~0 Ib.Ift 

_2b : zgaeolbs 

_ Ib /3 doolbs 

31, Z t( 

~ 

t/1zlc~r /.aa/ ;i( '~ 

~~ ~rl ~ 

~fif~~7-~~ (t7~rt'~~r~~~) 

~r,~'*rj~ (~PrLe-~'P~ " ) 

~~ 

~; 

t~io~ 

~s 

~(~;Q 

~ 

t, 
¥~N 

~: 

t) ~~ ~;;s 

N 

~ 
N ¥ 
~~ 

2 ~ -- '･So 



~J 

l 

CD 
t~ 
l 

,,lem. 

uou, 

u,uJ 
u, UJ 

Le Lg 

La L( 

Lo ~ 

u, Le 

e~gs 
uJ L1 

uo Lo 

U, L, 

ua Le 

uJ L, 

UJ L( 

S,resses lhl,ps 

OL 

- 504 

- 672 

+ ~'94 

+ C30 

-4 16 

+ 2'98 

- ,78 

+ CO 
- 46 

-a4 

- a4 

LL 

- !5r 

- g:09 

~ 9e 
+ 196 

- ,42 

+ ,,O 

- 33 
+ 59 
- 57 

- cg 

- 6g 

I 

-13 
-3/ 

+ H 
+~,9 

- 3J 

+ 19 

- !6 

+ ,3 

- ,7 

- l9 

- ,9 

Sd ･l 

LL 

- ~,a 

-3a 
+ ,7 

* 36 

-1'4 

+ ,9 

- 14 

t 'O 

-3 

-6 

-6 

lorol 

Nom. 

- 712 

- 950. 

+4f7 
+ e9 / 

- 605 

+ 446 

- 291 

+ !4~, 

- ,,9 

,Mom, 

- 17, 

,~o,n 

- 171 

L 

g7.0 

37.0 

37.0 

g7. O 

27.0 

Je 18 

J8la 
3a, 18 

3a. ,e 

17.0 

27, o 

27. O 

27. O 

27.0 

r 

4. O~' 

4 fl 

40~ 

r5'e/ 
¥3' 71 

g 45 
(124705 

{2g'4705 

(g34705 

Llr 

el 

79 

ea 
a! 

, 14 

124 
120 
,24 
187 
,20 
132 

120 
132 

laO 
132 

4110u:. 

srress 

14.0 

/~r_ /__ 

~,0 

~,0 

/~, / 

~,0 
If 7 
l, 4 
~'O 
ll 7 
lO 7 

ll 7 
lO 7 

ll 7 
,O 7 

4 reo 
req 'd 

509 
67 3 

209 
44 6 

50.0 

2g3 
~,4 9 

355 
71 
l0.5 
ll ! 

!4 6 
16 O 

14 6 
160 

Areo lurmshed 

Cross 

51 7 

c9 Z 

25.C 

51 7 

5! 7 

g56 
37 9 
27 9 
17 9 
179 
17 9 

,7 9 
179 

17 9 
,7 9 

Nel' 

g~o 
44 e 

gza 

!5 3 

Cllt 

36. 5 

!4 e 

,4 8 

H c 

S･ckbn 

W/4 x 61 

W!4 x 176 

,r/4 x e37 

w,4 x e7 

W!4 x 176 

w/4 x 176 

W/4 x e7 
W!4 x 95 

W/4 x 61 
Wf4 x 61 

u//4 x 50 
W14 x 6, 

Wl4 X 30 
W/4 X61 

' Oeducrions /or rlre ,-,h ho/es ,h eoch flenge ond fl･o !-;n, ho/es in ,/eb. No holes lh Ifebs ol dlogonols. 

t rhe ecfuel fodl~s of glrorloo of memters correspondlog ro lhe enlries l" this column is less rhon 

,hof fequlied fo qive melimum olloireble Llr. 44SHO specif,cofions olloi･ !his provld:ed lhe requl~ed 

areo is l,or more fhon on ef!ec!,,,e oreo bosed oo fhe ocluol ･o/ue o/ r t l. 7. 12) rhus lor 

La uJ , L/r * /eo if r = 3 ei 3ur /or rhe W!4x95 r = 3.71 rherefore, rhe allecrive afeo = 
Z7. 94 1 3. 7l/3. al )a = 36. 5 l,?.a rhlS appl,es cn,1 'o complesslon membe!s, fufthermore. ,7 I~ also 

fequ,red ,hol the ollo,vable lecd bosed 0,7 properh~s el lhe oc!uol oleg be odequole. 

1 :o 
c~ 
'J1 
Lf, 

'b:L 

hr･1 

1::) 

~~1:~ 

(4 
Qo 
,~ 
:e 
(t) 

~~) 

c::_ 

v, 

hr~ 

:~, 

,:)~ 

~) 

co 
~) 

~:) 

(:) 

nl 

~) 
~) 

~) 

~o 
:F(,~ 

j~La~･ s c ~~~;~JZ~"II ; ; 
Jg/: ' 

2,' 

~JL~:/~~:" 

~~LL~L･1~Z~~L7 . g 

/Ve/Area ~' f/ ~~ L Z 

4~~~;FI z "fl r/; ,";~ / 

IC;li l'!1 

" h~)le 

/"b'/e 24: 

2;~ i~ki/fl~ 

l(/(el /= i /1be/e 2~ ~~~ ~',Ifi~ r3_ 

~~~lc K ' L/r Ce" res~'e" ILle"beF f 

fel'S'~ll 11lel'lbeh 

IZo fsr 14(,,,, l"?"'1er 

be l~a fof ;eco"e~eLrl l'le.' F 

zoa' jor l'let,'n hlel'lber 

d p ble,,'ber Z~,, fQr Sece~, e 7 
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CO 
CO 
I 

CL OEl?S3uRc -LOulSvlt L E n'040 3RlOCE OPIO-1 Ial5 

L4rE:,?AL aR4cnvC 

W,7,d loads (a] Rolhhg, porepe/ a lloof O,e9 t0,3! + 1.9g + 0.67 = 3.09 frelfl 

l0_5 x 3.0 +/./7 x oJ3)/6 = 0.23 l?a,1,hq pests 

= g.O Stnhgers 

* J.O (b] 'le rruss 

8 32 

Wlhd on rop chord = ,r= e_3~, x 75 = 62,4p!l 

･ b0,1. * =W= 3_O X75 = ~,25pll 
/i e logd - WL ' r - = /aopl/ [c' 

Cho!ds .~~~-

,t/= f/a X 2/Ci [O.JO x6gl + 100) ･ 1670'1 Cd) 
U.(lj ･ 1670120 = 841 

,,1= 'la X 2!6e x C24 = 3630" 

uJ u; = 3630/20 = 182 

OL +,ee = 672+/ee'e54 (lZ50 [e, 
rop k,lerals 

o' ce OJ Pe ! 1~0' 
O/ Pa/7e/ sheor =6~'4x 27x3.5=~!.2' ! = 33.6' 
0,0g. stress = 5Sl.~' x 33.6/20 =/OO/ ~' 20 = 5.00i,,.1 nel 

or 5C" ~, /1.4 = 4.90 in.e qmss 

~~eJ~~~: a.23-!.C5 ･6.3eh,- net /~' bolls 

For srru/s r * 20 x 121/40 = 1,72 use 'rex3/ l~P bolls 

[f ) 

aortom lolarols 

O/ Srress =/OOxg~516~'4 = 36' ~?aa = l.eoin.a nef 

r = 33.6 x 0,5 x lel2'40 = 0,84 req'd 

5x 5 x s/,e Z 3.0J-a3/-O.fe= !.9~rrh.e ae/ 3 b,,1!s ff' 

eolfom stru/s 'rex3/ 

Sl'a lrames [ot Pane/ po'nts 2, 4, e J 

~71 1 = 33.6' f = 33.6 x 0.5x IZ12'40 = 0.84req'd / 

~rVse 5x5xs/'e l 

Cnd cross lr me 

0,lgg.srress =0,6g4 xl08x 33.cl~,0 =/!31 ~Z:O 5C5m ne! 

Use 'rax2a !2 bolls 

~) 

~~1 5l~O 

/. Z. 14 
( a/,"'d l~d ) 

~/ d press'lre = 7ffsJ . (Jtg*jl~l) 

_~f'i~"~'1=~~~f･~rLz Jool~(ft (~41~:~)J~KJ~ 

__~~･4j=~f~: Ic201lslft (123'~:~(~)J~~~ 

140v"hj l,'ve LeaLd , b t 5/~i:~~~i 

kCZ _v~i~~'rr 6 ,~7/~f57 ! rf~l~*(t~ d 4efce ,p.1 fle Str:"c?'~ 
' ~' a･// ip;4 ~/t:~e ul'l' ~lfc peel l 

fcL~~e /7 (:el~7bl'let/ d./7 (v.'tb tv."d(p~ffbe //ve ~Qeta/. 

= ceJ /, zc ･ /~,/ " 47, 7 

~:-1/3' ~p4T ~//~~J'Z37 ( 

e7 ~:ross 4reeL 

Alloec'~bk s fr?s 5 
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CO 
J~ 
l 

CL OERSauR6 - LOulSvILLg RO~'D aRI06E OPIO-l ll 15 

rpuSS SHOCS 

/ 

2 

3 

( 

Shoe feoc!lon 

OL t LL + I 

=336 [shear 6] OL J.1lx!08 

･ /9 [sheet 7] Sdlr/ LL = O./75 x 108 

LL (0,64x/08 t /8] x/.3 = ,05 tsheel 81 

I O.,47xl05 = 15 
475'Ishoe or 100% all. stress 

OL t LL + I + 30%,r+,,(t 

w,hd ,op chord ohd WL 0,6Z4 x05+,O0=0.2a7 x g:9.75= 8.5 

,,,,7,d bo/r. cherd 0.225x03 =00Ce x e 75 = 0,2 
O 355･//t 8. 7'111, 

Lot shear = O. 355 x lOa = J8_ 41lshoe 

,,,om. = e.7x!OC = 9401 
Shoe reacl,on = 475 i 94012,0 = 5e~,tlshoe gr /35 %. a//. stress 

= 4g8'Ishoe (no upl,11' 

OL +,r 
"(Ind /op chord O.C24x ~,9 75 = /8.6a///. 

h(,hdbott_chard O.g:2,5 x 3.75 = O_C 

O. 849 /9, 2'1lt 
Lat. shear = O. 819 x ,08 = 91.81lshoe 

,,lom. = 19. 2x ,08 = 3070a 

Shoe feoc/lon = 336 t Z0101~,0 = 4401/shoe a/ /25 % all srress 
= 233ilshoe tn,} uph77} 

Leoq. Iorces [oppk~d lo 1,lad shoes i 

Tfactlen 0.05 (/8 + 0,641~i'/6] = 7.allshoe 

Rollef /r,~l/bn O.03 x 336 = lO.1' 

/5' N,lhd(Ot + tL + J+50% W~ WL] = O~55 x 3/6 _19.~, 
~,-

45' ,,llad[OL fW) = O_ee49 x 3-5~i7/c = 45,91 

E!panslon shbes Isee d,･g, on Shee/ f2r] 
,4ssume roc/er fgdlus = /'-5" O,a- = 34' 
A//. bfg. srress = 3000 J~~ (36-/3,/1:0=~,0./t/" 

/?eq~.lgth,brq. = 475/~O./= 2~:.6' 

Sheaf eree reg'd = 9/.e/( /4 x !.g5] = 5.e5 ,n.e 

use ~,-2~ d0,1'els 4reo = 6.eCh.e 
,?eq ~. plh bfg, orea = 475//4 = 34.0la.e 

Peq ~ p/h d/o- * 34.01[!8-j, = ~,.2,6 m.e 

use 41, beanhg surface {see l,~ufe Shee/ 12) 

Req'd. olloJ･ance forelp. and conrr = 1.25x 2./6 = Z.7" 
use 7"b///e/ Ior shee 

la] 

lb) 

(c) 

[d ) 

ia] 

lll 

[g) 

(hl 

47t Klsboe = Z/tfl,stolshee 

-'- 3/ e' Fr ~ "c:tic"'~/ f prce ~;~:/ 

/4 : I~~ooo p;, (7g~ F'I･~') 

loojt 1~~ ~ ,/ l' zS "'ch e, 

4i~~~ ~ 1~ (t5 

/~¥ z/1 / ;~ll~; Z"I~ b t, ~~ 

l,z!;( Zll ld'a = Z,7 " 

~() 

i 

* 

I 

27,7f / 

p,7f 

(e , 

/ 
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第3章　　斜弓長橋
§1．　はじめに

　　　昭和61年度業務として当斜張橋グループとしては　①アダミア橋（イラク）、②チャオピァ

　　橋（タイ）、③ルーリング橋（アメリカ）の計3橋について応札図面を基に各橋の構造的特長、

　　およびその背景にある設計思想等について調査・分析し、若干の考察を試みた。

　　　今回は、1987年に竣工したカナダの長大複合斜張橋であるアナシス橋を対象に構造的特長にっ

　　いて分析し、設計思想を探ると同時に我が国の設計基準により同橋を試設計し、考察を加える。

§2．　構造分析

　　　次頁以降にアナシス橋の工事・構造概要を示す。それらを基に本橋の特長を考察すると下記の

　　ようである。

1）全般

①本橋は支間465．omと世界最大の斜張橋である。

②床版はブレキャスト・コンクリート、主桁は鋼、塔は鉄筋コンクリ…トの複合・合成二主桁

　　斜張橋である。

③　塔位置での桁の鉛直支点は設けられていない。

2）床版

①厚さ21．5cmのプレキャスト床版（14．om×4．5mの主桁または縦桁と横桁による四辺支持板）

②　主桁または縦桁と横桁への取り付けはスタッド・ジベル、鉄筋、場所打ちコンクリートによ

　　って間接的に結合されている。

③ス、タッド・ジベルを介し主桁および横桁と合成されている。

3）床組

①プレキャスト床版を支持するため、主桁間の中央にセンター・ストラットを設けている。

②横桁は4．5m間隔に配置され、支間長は28mである。

4）主桁

①上フランジは一定断面（800mm×35mm）を使用している。

②　下フランジは幅を一定とし、板厚変化にて断面を構成している。　（50～80mm）

③スタッド間隔は300～600mm程度である。

④桁端部の23m区間の上フランジを拡副し、合成効果をアップしている。

⑤　現場継手にはH．T．B．を使用し、添接板を端部より50mm控えている。

⑥　桁高は2mで、腹板厚は12、16、20mmを使用している。

⑦水平補剛材は下フランジよりgoommの位置とし、添接部にて連続させ、軸方向部材として考

　慮している。
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5）塔
①箱断面の柱からなる鉄筋コンクリート製構造である。

②ケーブル定着部には定着桁を設け、柱壁の負担を軽減させている。

6）ケーブル

①スパイラル・ストランドケーブル使用2面×24段

②ケーブルの標準支持間隔はgm、主桁に定着

③主桁との定着はパイプ定着、塔との定着は定着梁形式

一101一
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趣ネ＿＿上ヒ較＿覧（蛋岡斜弓長勲）
（2／14）
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基本事項 （2／2）
工事概要 そのイt包

No． 工事場所 施主（国名） コンサル（国名） 施工業渚（国名） 鋼　　重 工　　期 工　　賓 適用基準 架設工法 、案or代 借款先 備　　　　　考

AnnacislstandDelta Gove阻entof CBA－Bucklandand JVofPCL 7298t 1984．3 C＄45．7
1）

1）主塔 主桁無塗装

（FraserRiver） BritishColu面bia Taylor ConstructionLtd．， 一1986。8 皿mio醜 DesignofHighway 丁聰pingFom
Ministoryof （Canada） PaschenConstractors BridgeCAN3－S6一 2）主桁

TransPortatlonand』 Inc。and
kC． M78 〆ランスドカ労レ序工法

Highuays
JohnPike＆Sons，lnc

主塔 2）

BridghEng童neering （Canada） 7586ロ2 Reco田皿endedDesign

Branch 脚
　
甲

LoadsforBridges

（Canada） 30060
bytheCo匝mitteeon

Σ116921 LoadsandForceson

BridgeoftheASCE
StructuralDivision

（弼CE1980）

3）

BS5400Part10

codeofBacticefor
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●
海外橋梁構造比較一覧

　　　　●

（金岡余ヰ弓艮キ喬） （4／14）
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悔外橋梁構造比較一覧（鋼斜張橋）（5／14）
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本体構造 （3／9・）
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ゑ＿総比較＿（鋼斜嘉）
（7／14）
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海外橋梁構造比較一覧（鋼斜張橋）（10／14）
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No．

海外橋梁構造比較一覧（鋼斜張橋）（14／14）

附属物（3／3）
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概略試設計

1　目的

　　　近年、海外において主桁をコンクリート床版と鋼桁からなる合成桁とした斜

　　張橋形式が採用されうケースが増えている。（表一1参照）

　　　この合成桁形式斜張橋は、ケーブルからの圧縮力は主としてコンクリート床

　　版で、曲げモーメントは主として鋼桁で受け持っという材料特性を生かした合

　　理的な形式であり、鋼床版形式の斜張橋に比してかなりのコストダウンが期侍

　できる。

表一1　合成桁形式斜張橋

嵐 橋　　　　　　名 国 完成年

中昊（主）

径問長
（m）

檎長
（m）
交通の
種　類

設　　　　計　　　　者

i ストO一ムズンド橋 スワニーデン 1956 183 332 道路橋 DEMAG／Dlscmnger2 ブニヘン橋 西　　ド　イ　ツ 1956 59 85 道路橋 Gollnow＆Sohn
∩
o シトカハー六一橋 ア　メ　リ　カ 1975 137 229 道路橋 Guτe＆Nottingham
4 ヘルーアジモント橋 ペ　ル　ギ　ー lg75 124 202 道路橋 8ureaudes　Ponts
5 ティルフ橋 ペ　ル　ギ　ー 1976 52 71 歩渣揺 Jennehomme＆Jodssin
6　アルンハイム橋
7　シー、ランド橋
8　ステイレグ橋
9　スカイウ；イ橋

lO ヴァートン橋
llフーリー川橋

臣アナシス橋

13クインシー橋
国サバナ橋

オランダ旧77
オーストリア　1977
オーストリア　！979

アメリカ工耳中

アメ　リ　力二耳中
イ　　ン　　ド　ニ；中

カ　　ナ　　ダ工耳中

アメリカエコ【中
ア　メ　リ　カ　設計中

36

85
161

366

250
457

465

274
305

86
146

242
659

460
823

931

543
564

歩這橋　C．pet
歩沮橋　　 Horst　Passer
逗路橋　　VOεST・AlpIne
道路橋　　Gfeener　Eng．Sc．with

　　　Leonhardt，Andr旨ロ．P．
道路橋　　Michael　Baker　Corp．

道路橋　　Leonhardt，Andr乞u．P．w1th
　　　SchAalch　u．P．
道路橋　　Buckland＆Taylor　with　C8A
　　　EngIneer，ng
道路橋　Modlesky＆Master5
『道2菩橘　　Greener　Eng．Sc噸with

　　　Leonhardt，Andra巳。P．

　アナシス橋はその代表的なものであり現在供用中の斜張橋では最長支間を有

している。その概要にっいては§2に示したとおりであるが、従来の常識から

は考えられないほど簡略化された構造である。

　このような形式が国内でも成り立っか否かにっいては、その設計思想も不明

であり設計図を見ただけではなかなか判断し難い。

　そこで、ここではアナシス橋を対象に概略の試算を行い、国内の設計基準と

照らし合わせることにより、ある程度数値的な面からその可能性を探ってみる

ものとする。
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3

3

2　設計条件

2．1　解析条件、解析モデル

　（1）解析手法、荷重

　　　　　完成系平面解析とし、断面力は常時にっいて算出する。

　　　　　考慮する荷重は死荷重、活荷重およびケーブルプレストレスとする。

　（2）解析モデル

　　　　　図一1，2に示す、主桁、ケーブルおよび塔橋脚からなる平面骨組とする。

　　　　　支点条件は、

　　　　　　窄橋脚下端；　全固定

　　　　　　主桁支点　；　鉛直方向固定、水平方向可動、回転自由

　　　　とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　なお、アンカーピア（N2，S2橋脚）上では構造的には水平方向固定で

　　　　あるが、橋脚自体がかなりフレキシブルであることから解析上は可動とした。

　（3）主桁の抵抗断面

　　　　　本橋の架設工法は、桁架設、ケーブル取付け、プレキャスト床版設置およ

　　　　び間詰めコンクリート打設を1サイクルとした張り’出し工法である。

　　　　　したがって、基本的には死活荷重合成権一として一設計されていると考えられ

　　　　るので、解析にあたっては全荷重に対して合成断面とする。

　　　　　また》床版の有効幅は軸力に対一しては全幅有効、曲げモーメン・トーに対 して

　　　　は影響線載荷時の曲げモーメント図の形状より等伍支間長を求め道示規定を

　　　　適用する．　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　（4）材料、物理定数

　　　　鋼　　材；耐候性鋼材　350AT，400AT

　　　　　　　　　E＝2．1×106㎏／c孟，G＝8．1×105㎏／c㎡

　　　　床版；コンクリートσ。k＝550㎏／面

　　　　　　　　　鋼材とのヤング係数比　nニ7とする。

　　　　ケ」ブル；亜鉛メッキ鋼線φ7。1㎜

　　　　　　　　　E＝1．，6×106㎏／c㎡

　　　　橋脚；コンクリートσ。ヒ＝350㎏／面

　　　　　　　　　一E＝3．2×105㎏／c孟，G＝1．4×105㎏／c㎡『
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3．2。2　部材断面

　　　（1）　橋脚

図一3　橋膵断面形状

a）標準部

y

z
§§

κ）守

齢 、』
200

b）脚下端

z

￥

8
創

め

4・ 晶
600

表．r．2 橋脚断面定数

部材番号
A’（皿二）

Iy（m脅） I　z（皿4） 」（皿千）

1～27，51～77 9．84 33．21 23．10 41．31

28．78 10．14 37．52 24．10 44．55

29，・79 11．58 62．53 28．80 60．42
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（2）　主桁

囎 ⑭㊥
7） ）

！

1 4 1 9 5 3
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7 ③，　　　　　2　　　　　　　i 31 6

ス

o
135 10 1440 一

1
0 220

つ
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6●

酔4鋼桁断面変化位置

表一3　　鋼桁断而構成

Type

TopPL WebPL BottPL

Bt　×　Tt llw　×　Tw Bb　×　Tb

① 800　×　35　． 2000　×　12 800　×　40

② し　×　12 ×　50

③ ×　12　※ ×　60

④ ×　20 ×　60

⑤ ×　12 ×　70

⑥ 、×　16 ×　70

⑦ ×　12 ×　80

⑧ ×　16 ×　80

⑨ ×　20 ×　80

⑩ 800　×　35 2000×．20※ 800　×　80　※

注）材質は、350AT。ただし、※印は400AT。
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図一5　主桁断面形状，

●

ゆ
ワ創

β「

400　　　　　　4
、

表一4 主桁断面定数

部材　番号 Type

鋼断面 合成断面

A（Ilf） 1（mq） Be（cm） A（㎡） 1（m千）

101，204 ① 0，144 0，123 1070 0，598 0，293

102～104，201～203 ④ 0，166 0，089 610 0，558 0，216

105～108，197～200 ⑩ 0，132 0，101 610 0，574 0，255

109～110，195～196 ⑨ 0，132 0，101 900 0．574　’ 0，285

111～114，191～194 ⑤ 0，108 0，089 1240 0，550 0，259

115～124，181～190 ③ 0，100 0，084 1240 0，542 0，230

125～126，179～180 ③ 0，100 0，084 1130 0，542 0，227

127～128，177～178 ⑧ 0，124 0，097 1020 0，566 0，285

129，176 ⑦ 0，116 0，094 1110 0，558 0，282

130～131，174～175 ③ 0，100 0，084 1230 0，542 0，230

132～147，158～173 ② 0，092 0，077 1310 0，534 0，201

148～149，156～157 ③ 』0．100 0，084 1230 0，542 0，230

150～155 ⑥ 0，116 0，092 1110 0，558 0，262
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－ll）

ケーブル

　　　　ρ．1り4拓り1ω‘（尼‘．）煽

　　　　　し

　　　　（

　　　　　　　　　　¶ぐ印k殉”
．袖，‘Aし62占9855命日。〆瓠Y

表一5　ケーブル断面構成

部材番号

断面積

A（m♂）

ケーブル本数

　　　N（本）

301～303，601～603 11204 283

304～306，604～605 8354 211

307～308，607～608 5978 151

309～315，609～615 5503 139

316～318，616～618 4791 121

319～323，E19～623 4316
109

324，624 5503 139

401～402，501～502 8354 211

403～407，503～507 6453 163

408～411，508～511 5978 151

412～414，512～514 5503 139

415～418，515～518 4791 121

419～421，519～521 4316 109

422～423，522～523 4791 121

424，524 5503 139

湾）ケーブル融ッキ鋼線

　　　　　　一122一
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3．2．3　荷重

　　　（1）死荷重

　　　　　　死荷重にっいては設計図より判断できる範囲で、できるだ

　　　　　　け忠実に再現する。

　　　　　a）橋脚自重

　　　　　　　脚柱、横梁、ケーブル定塗7部の定薪桁および受台等を考

　　　　　　慮し、これにケーブル重冠のし／2を加えて片側あたり表

　　　　　　一60）とおりとした。

　　　　　　　　表一6　橋脚自ln（片側あたり）

部材番号 荷重強度（t／m）

1～25，51～75 30．6
26．76 78．2
27．77 24．6
28．78 9　1．2

29．79 729．0

b）主桁自IIIおよび書，緬死伽庭

　　ニニヒ桁白並および橋而死荷敢は設計図より判断し、そ0）他

　に付加荷重およびケーブル自噛0）1／2を考慮した。

　　　表一7　主桁臼重および橋而死荷重（片側あた｝））

部材番号 荷ll1強度（t／m）

101～204 16　　0

（2）シ訴『町亙1

　　　活荷重は荷垂体系が異なるため、本四公団等価L荷重（T

　　L－20，TT－43）を適川するものとした。（表一8）’

　　　載荷幅は完成系片側3車線分とし、片側あたりの荷重強度

　　は1－0法にて算出した。

　　　　また、衝撃係数にっいても道示規定によるものとしたが、

　　フローティング形式であるので曲げモーメント図の形状から

　　等価支問長を求めて適川した。
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表一8　本四公団等価L荷重（TL－20，TT－43）

荷　　重　　区　　分 支間　L（m》

王プーブ押・ハンガー及び主綱・粥馴桁
等の曲げモーノントを針算する場合 主姻・補剛桁辱の

せん斯力を量御す

る塙合

磁麟の支点
およびその近餌

12陣純桁の支間お
よび遵院所の111以
外の部分および主
ケーブル

……載荷荷重

ず
（
『
帽
5 ．5m
　　2で》
I　I

頓　荷　窟

PI（民9／m〕

L≦IJO 8．900＋150乙 1600＋2b．9乙 9，200＋旦5．5L

口0＜乙≦1000 10，700十B，騒乙
　　　　i00，100＋1．7二 U．100＋1．2L

1000く乙 l　l，200＋0．6L U。800＋0．5二

等分布而重

♪1（』／ピ⊃

∠≦80 350

80く乙≦口0 430一二

130〈二≦500 コ00

500＜乙
3・・（・57＋2識L）

瞬荷融

纏　荷　貫
P8（勘／m） 2，500

等分布両量．
P”｛勘／の

　　　豊
Plのτ

（3）ケーブルブレストレス

　　　　ケーブルブレストレスlilは不明のため、主径川部における

　　　（死荷並十プレストレス）時∂）主桁のたわみを0とする条件

　　　より決定した。

　　　　また、アンカービアーであるN2，S2橋脚においてtie一ン

　　　dONncableによるフoレスi・レスノ」（片帥1あたり1）＝360し）

　　　を鉛i遭ノ∫向に械荷した。
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3

3

3　結果

3，1　酌1『面ノ」

　（1）主桁断面力函

　　　　図一6に語、七算結果による三L桁断面力図を示す。

　　　　曲げモーメントはアンカービア，．1二でかなり大きな負の曲げ

　　　モーメントが生じているが、支川部にっいてはほぼ均整化さ

　　　一れている。

　　　　軸力は主塔付近において最大約66001、の庄縮力を生じ、

　　　また中央部では贔大約2501．の引弧力が生じる。

　（2）困1面i／J

　　a）主桁

　　　　　主桁三1三要ノ、黛の断而力を表一9に示す，，

　　　　　断面位ii配は図一引11漸力図o）訓・胤51位随こ対応する。

　　　　　　　　表一9　主桁断而力　』一・

部材番号 Type

D十．P D＋P千L

Mmax M回in

N（t） M（tm） N（t） M（tm） N（t） M（t皿）

107，198
⑨
　 一1564 一　　388 一1228 2930 一2182 一3262

113，192 ⑤ 一3253 507 一2800 2q57 一4287 一　　923

125，180 ③ 一5354 一　　234 一5286
后45
一6444 一’1192

128，177 ⑥　1
一5495・ 566 一5428 1498 一6613

一ゴ645

131，174 ③ 一5231 一　　107 一’5154 675 一6311 一
・
．

・996

141，164 ◎ 一3049 一　　112 一3236 867 一4133 口　901．

152，153 ⑥ 75 417 257 1987 一　　69 一　　823

一125一
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　ケーブルの断画力にっいては設計図に原設計の値炉示されているので・

この値と試設計鞘果とを比較してみると表一11のとおりとなる。

　両者を比較すると試設計の方が全体的に大きな値となっており、特に

最上段付近および殻下段ケーブルの差が大きい。これは、ケーブルブレ

ストレス量の差異、活荷垂強度の相違等によるものと考えられる。

　　表一1，1　ケーフヲレ断而力（り』b較

部材番号 断而積

A（”””）

断　而　力　（1’）

D　PH、） iド1・ 合　計

試設副 原設副 試1没計 原設計 試設計 源設誘1・

301，601 11204 568 616 191 109 759 725

305，605 8354 402 365 135 82 537 447

308，608 5　978 310 281 83 41 393 322

315，615 5503 289 251 74 74 363 325

316，616 4791 22β 230 62 62 287 292

320，620 4316 190 174 38 50 228 224

324，624 5503 348 蓼62 119 58 467 320

401，501 弓354 500 458 102 85 602 543

405，505 6453 358 335 77 73 435 408

408，508 5978 335 310 66 73 401 383

4i3，513 5503 275 263 77 73 352 336

415，515 4791 259 235 64 68 323 303

419，521 1316 203 1B8 42 5醇 245 243

423，523 4791 161 166 63 56 224 222

424，524 5503 361 273 120 64 481 337

6

c）橋脚

　　　橋脚についてぱ、常時における曲げモーメントが最大となる最下段

　　ケーブル取付け点の断面力のみ示す。

　　　表一12　橋脚断面力（最下段ケーブル取付け点）

D一昼・P 1，

合　計

N（し） 一7640 一　1260 一8900

M（tm） 3740 12810 16550
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（2） ケーブル

　　表一13 ケーブル応力度

部材番号 断両111

A（剛馳ユ）

ケープル本数 断而力（し） 応力度（kg／c甫）

N（本） Max Mi　I1 Max Ml　I1

301，601 11204 283 759 467 6753 4168

305，605 8354 2卑1 537 330 6428 3950

308，608 5978 151 393 273 6547 4566

315，615 5503 139 363 279 6596 5070

316，616 4791 121 287 217 5990 4529
　　・5－

320，620 4316 109 228 185 5283 428⑤

324，624 5503 139 467 302 8486 5488

401，501 8354 211 602 485 7206 5805

405，505 6453 163 435 356 6741 5516

408，508 5978 15f 401 332 6708 5554

413，513 5503 139 352 270 6397 4906

415，515 4791 121 323 254 6741 5302

419，521 4316 109 245 197 5677 4564

，423，523 4791 121 224 145 4675 3027

424，524 5509 139 4β1 316 8741 5742
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（3）橋脚

（最下段ケーブル取付け点）
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I　X

断面諸常数．

　（図心回リ に関する値）

名称1記号1単位IANNACIS
卜→一一一一一一1一一一一十一トー一一一一一一一→
1コ『断面積　　IAc
lン1断面一次　IGX
Iクl　　　　IGY
iリ1断面二次　IIX
lll　　　　『11Y
lト1相乗モーメントII　XY

l　l　　　　I
I　l図心位置　IX
l　l　　　　IY

lc∬’l

lc㎡l
ll訓
1副
lml
l　m　I

　　98400．Ol
　　　　O．Ol
　　　　O．Ol
3321280000．Ol
2310480000．oi
　　　　O．0『
　　　　　1
　　－0．0001
　　　0．0001

卜→一一一一←一一一←一1鉄1総断面積IAs　lc㎡1　　972．5041
1筋l　　　　I　　l　　　　　　　　『

1荷重1断面力　　中立杣16c（6ca）165（6sa）16g’（6sa）
lCASEl　（ヒ，t・m）　　　　 （cm）　　1　（kg／c㎡）　1　（kg／c㎡）　1　（kg／c㎡）

　　　lN＝　8900．0001　　　　　1　　200，5　　　980。3　　　2928．7　i
　l　IMx＝16550．ooo　l　Y＝一124．611　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　1MY＝　　0．0001　　　　　1（　120．0）　（　1800．0）　（・1800＿0）1
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　　3．3．3　試設計結果にっいて

　　　　　　　　　　づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　（1）解析結果について

　　　　　　　　　断面力算出にあたっては設計図をもとにできるだけ忠実に再現しようと試

　　　　　　　　みたが、ケーブルプレストレス等条件的にネ明確な点も多く、また活荷重に

　　　　　　　　っいては国内基準を適用していることもあり、表一11に示した比較結果か

　　　　　　　　らみても数値的には実橋とは大分差があるものとなっている。

　　　　　　　　　しかし、全体的な傾向としてはある程度再現できていると考えられる。

　　　　　（2）断面算定結果にっいて

　　　　　　a）主桁

　　　　　　　　　床版にっいては、中間部はほぼ90～170㎏／面の圧縮応力度となって

　　　　　　　　いるが、アンカーピア上では負の曲げモーメントが大きいため70㎏／面程

　　　　　　　　度の引張応力度が生じている。　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　道示では合成桁における床版コンクリート許容圧縮応力度はσ。ヒ／3．5

　　　　　　　　かっ100㎏／面以下と規定されており、これをそのまま適用すれば許容値

　　　　　　　　を越えるものとなる。しかし、高強度のプレキャスト床版に対して許容値を

　　　　　　　　100㎏／c漬に抑える必要があるかどうかは議論のあるところであり、また

　　　　　　　　試設計では考慮していないクリープ、乾燥収縮によって圧縮応力度はある程

　　　　　　　　度低減されることから、設計上対応可能な範囲内と考えられる。

り　　　　　　　また、アンカーピア上の引張応力度にっいては、実橋でも橋軸直角方向に

　　　　　　　　プレストレスを導入しており、ある程度引張応力度が生じていると考えられ

　　　　　　　　る。

　　　　　　　　　鋼桁にっいては、励的に、2。。一25。。㎏／c疽となっており、対応．●

　　　　　　　　可能な範囲である。断面構成的には主桁の剛性を抑えて曲げモーメントを低、

　　　　　　　　減するために厚板の使用（アナシスでは最大80面）が必要となろう』

　　　　　　b）ケーブル

　　　鴫
　　　　　　　　　応力的にかなりばらっきがあるが、これは断面力の差異に伴うもので構造

　　　　　　　　的な可否に影響するものではなく、問題はない。

　　　　　　c）橋脚　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　断面算定結果ではコンクリート、鉄筋ともに許答応力度をかなり越えてい

　　　　　　　　る。’これは試設計では（死荷重＋プレストレス）’時でかなり曲げモーメント

　　　　　　　　が残っていること、活荷重が大きめであることの影響と考えられ、実際の断

　　　　　　　　面力はかなり小さいと推定される。

　　　　　　　　　ただ、鉄筋量は国内の感覚からすると非常に少ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一132一



　　　§4．まとめ

　　　　　　　斜張橋の傾向がケーブル本数が少数段から多数段に、主桁の役割が曲げモーメン

　　　　　　トよりむしろ軸力が主体にと移行っっあることを背景として、海外において合成桁

　　　　　　斜張橋が採用され始めてきている。

　　　　　　　今回、合成桁斜張橋として代表的なアナシス橋を対象として構造分析および概略

　　　　　　試設計を試みたが、その結果からは国内基準では設計上成り立たないというような

　　　　　　問題点は見当たらない。

　　　　　　　国内において直ちにアナシス橋ほど簡略化された合成桁斜張橋が採用されるとは

　　　　　　思えないが、最近いくっか具体的に検討され始めている様であり、今後採用されて

　　　　　　ゆく可能性は十分にあると考えられる。
●
　　　　　　　アナシス橋のようなプレキャスト床版を用いた2主桁形式の合成斜張橋の採用に

　　　　　　あたって、問題になると考えられる事項としては、

　　　　　　　　プレキャスト床版のクリープ、乾燥収縮に対する処理

　　　　　　　　鋼桁と床版とのずれ止め構造

　　　　　　　・ケーブル定着構造

　　　　　　　　耐風安定性

　　　　　　　　将来の維持管理（特にコンクリート床版にっいて）

　　　　　　　・上記を含めた設計指針の整備

　　　　　　等が挙げられる。

●　　 この内最も問題となるのは維持管理面であろう・我力掴のように特に厳い・交通
　　　　　　環境の中で合成コンクリート床版の維持および損傷に対する補修方法にっいて十分

　　　　　　な配慮が必要である。

　　　　　　　その意味でも既に供用を開始しているアナシス橋の今後の経緯に注目したい。
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第4章　　吊　　橋
§1．概　要

　吊橋グループは、昭和61年度報告で、補剛トラス形式の吊橋としてアメリカの代表

的吊橋3橋と箱桁形式の吊橋としてSecondBosporusBr．を調査対象としたが、その後

新しい海外吊橋の事例が発生しなかったことから、昭和63年度の事例比較として、国

内業者を中心に製作架設が行われたSecond　Bosporus　Br．の最終図面で昭和61年度報

告の図面を差替えることとした。しかし、最終段階で図面を公表することが許されなか

ったため、昭和61年度り事例比較で抜けている構造にっいて補足することとなった。

§2．構造の比較

　本報告で事例比較を追加した構造は、次のとおりである．

　　ケーブル関係’●塔頂サドル・スプレイサドル　　　　　　●

　　付　属　物・・伸縮装置，排水装置
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